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● 由布コミュニティ（地域の底力再生）事業報告

● ユーバスのダイヤを改正します

● 県知事、県議会議員選挙のお知らせ



第
17
回
統
一
地
方
選
挙

〜
お
お
い
た
の　

明
日
を
築
く　

そ
の
一
票
〜

〜
お
お
い
た
の　

明
日
を
築
く　

そ
の
一
票
〜

投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
人

  

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
次

の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
年
齢
要
件
】

【
年
齢
要
件
】

　
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平
成
3
年

4
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

【
住
所
要
件
】

【
住
所
要
件
】

（
大
分
県
知
事
選
挙
）

　
平
成
22
年
12
月
23
日
ま
で
に
転
入
届
を

し
た
人
ま
た
は
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人

で
、
そ
の
後
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人

（
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
）

　
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
入
届
を

し
た
人
ま
た
は
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人

で
、
そ
の
後
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
県
内
で
住
所
を
移
転
し
た
人
で
、
い
ま

だ
新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
人
で
も
、
前
住
所
地
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前

住
所
地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
が
発
行
す

る
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
県
内

の
市
町
村
を
単
位
と
し
て
、
1
回
の
住

所
移
転
に
限
り
ま
す
）
。

※
県
外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

投
票
日

4
月
10
日
㈰

告
示
日
（
大
分
県
知
事
選
挙
）　
　

3
月
24
日
㈭

（
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
）
4
月
1
日
㈮

任
期
満
了
に
伴
う
大
分
県
知
事
選
挙
お
よ
び
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
が
4
月
10
日
㈰

に
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
未
来
を
築
く
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な

た
の
一
票
を
大
分
県
政
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票

期
日
前
投
票

　
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

日
当
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
土

曜
、
日
曜
も
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
）

【
期
【
期  

間
】
間
】

（
大
分
県
知
事
選
挙
）

　
3
月
25
日
㈮
〜
4
月
9
日
㈯

（
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
）

　
4
月
2
日
㈯
〜
4
月
9
日
㈯

　
毎
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま

で※
各
選
挙
に
よ
っ
て
期
日
前
投
票
開
始
時

期
が
違
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
場
【
場  

所
】
所
】  

　
挾
間
庁
舎
2
階 

会
議
室

　
庄
内
庁
舎
2
階 

中
会
議
室

　
湯
布
院
庁
舎
2
階 

会
議
室

※
ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票

①
長
期
出
張
な
ど
で
、
由
布
市
を
離
れ
て

い
る
人
が
由
布
市
以
外
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
に

直
接
ま
た
は
郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど
必

要
な
書
類
を
請
求
し
ま
す
。

②
不
在
者
投
票
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
所
し
て
い
て
一
定
要
件
を
満
た
す

人
は
、
当
該
施
設
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
郵
便
等
投

票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
郵
便

等
を
利
用
し
て
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

期日前投票は
午後8時までだから
会社の帰りに
投票できるヨ !

大
分
県
知
事
選
挙
お
よ
び
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
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投
票
の
方
法

投
票
の
方
法

①
投
票
所
に
お
け
る
投
票

①
投
票
所
に
お
け
る
投
票

　
大
分
県
知
事
選
挙
は
「
記
号
式
投
票
」

で
す
。
必
ず
投
票
所
に
備
え
付
け
の
ス
タ

ン
プ
を
使
っ
て
、
投
票
し
よ
う
と
す
る
候

補
者
の
氏
名
の
上
の
「
○
を
つ
け
る
欄
」

に
○
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
は
「
自
書
式
投

票
」
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
っ
き
り
と
候

補
者
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

②
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
大
分
県
知
事
選
挙
・

大
分
県
議
会
議
員
選
挙

と
も
に
「
自
書
式
投

票
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ

由
布
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

（
内
線
３
０
８
）

● ●● ● 投 票 所投 票 所 ● ●● ●

投
票
区

投
票
所

投
票
時
間

挾　
間　
第
1
投
票
区

挾
間
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

挾　
間　
第
2
投
票
区

時
松
農
事
集
会
所

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

挾　
間　
第
3
投
票
区

谷
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

挾　
間　
第
4
投
票
区

朴
木
農
事
集
会
所

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

挾　
間　
第
5
投
票
区

赤
野
自
治
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

挾　
間　
第
6
投
票
区

石
城
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

挾　
間　
第
7
投
票
区

南
田
代
自
治
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

挾　
間　
第
8
投
票
区

由
布
川
幼
稚
園

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

挾　
間　
第
9
投
票
区

医
大
ヶ
丘
3
丁
目
自
治
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

挾　
間　
第
10
投
票
区

挾
間
体
育
セ
ン
タ
ー

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
1
投
票
区

阿
南
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
2
投
票
区

大
津
留
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
3
投
票
区

庄
内
体
育
セ
ン
タ
ー

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
4
投
票
区

龍
原
自
治
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
5
投
票
区

庄
内
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
6
投
票
区

庄
内
ゆ
う
ゆ
う
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
7
投
票
区

西
庄
内
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
8
投
票
区

旧
星
南
小
学
校
職
員
室

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
9
投
票
区

南
庄
内
小
学
校
講
堂

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

庄　
内　
第
10
投
票
区

直
山
地
区
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

庄　
内　
第
11
投
票
区

阿
蘇
野
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

湯
布
院　
第
1
投
票
区

由
布
院
小
学
校
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

湯
布
院　
第
2
投
票
区

川
西
農
村
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

湯
布
院　
第
3
投
票
区

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

湯
布
院　
第
4
投
票
区

塚
原
地
区
自
治
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

湯
布
院　
第
5
投
票
区

湯
平
温
泉
事
務
所

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

湯
布
院　
第
6
投
票
区

下
湯
平
地
区
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

湯
布
院　
第
7
投
票
区

温
湯
地
区
公
民
館

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

※
挾
間
第
3
投
票
区
は
、
投
票
場
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
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自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民

の
方
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
と
し
て
、

ユ
ー
バ
ス
の
運
行
を
始
め
て
4
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
4
月
か
ら
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
系

統
路
線
の
新
設
や
一
部
路
線
の
運
行
時
刻
を
変
更

す
る
な
ど
改
正
を
行
い
、
34
路
線
を
運
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
3
月
24
日
㈭
に
各
世
帯
へ
お
配
り

す
る
新
し
い
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
時
刻
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

庁
舎
で
も
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
挾
間
地
域
】

【
挾
間
地
域
】

●
ス
ク
ー
ル
朴
木
コ
ー
ス
の

減
便
（
4
月
〜
10
月
の
間
の

水
曜
日
に
挾
間
中
学
校
17
時

00
分
発
で
運
行
し
て
い
た
便

を
減
便
し
ま
す
。）

●
シ
ャ
ト
ル
コ
ー
ス
〔
七
蔵

司

⇔

庄
内
庁
舎
間
:
ス
ク
ー

ル
石
城
系
統
〕
の
新
設
（
ス

ク
ー
ル
石
城
系
統
を
新
設
し

運
行
し
ま
す
。）

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

3/25
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50発の便

3/30
㈬

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

下 詰 線 大学病院12：10発の便

4/8
㈮

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50発の便

4/11
㈪

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13：45発、
大学病院13：55発、庄内庁舎14：25発の各便

湯 平 線 健康温泉館前12：45発の便
下 詰 線 大学病院13：30発の便

主
な
改
正
点

主
な
改
正
点

● 問い合わせ
[コミュニティバス]
[ ス ク ー ル バ ス ]
[由布高スクールバス]

＊運休と変更のお知らせ＊

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

　中学校行事に伴い、スクールバス復路便の時間を変更して運行するため、次の便は運休および変
更となります。ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

総務部 総合政策課  　　　☎097-582-1111(内線226)
教育委員会 教育総務課 　　　☎0977-84-3111(内線235)
教育委員会 中高一貫教育推進課  ☎0977-84-3111(内線227)

【
庄
内
地
域
】

【
庄
内
地
域
】

●
ス
ク
ー
ル
大
津
留
コ
ー
ス
の
減
便
（
4
月
〜

3
月
の
間
の
水
曜
日
に
庄
内
庁
舎
16
時
32
分

発
で
運
行
し
て
い
た
便
を
減
便
し
ま
す
。）

●
ス
ク
ー
ル
阿
蘇
野
コ
ー
ス
の
減
便
お
よ
び
時

刻
変
更
（
4
月
〜
3
月
の
間
の
水
曜
日
に
小

野
屋
駅
16
時
26
分
発
で
運
行
し
て
い
た
便
を

減
便
し
ま
す
。
11
月
〜
3
月
の
間
の
平
日
に

小
野
屋
駅
17
時
42
分
発
で
運
行
し
て
い
た
便

を
、
17
時
47
分
発
へ
変
更
し
ま
す
。）

【
湯
布
院
地
域
】

【
湯
布
院
地
域
】

●
ス
ク
ー
ル
湯
平
コ
ー
ス
の
時
刻
変
更
（
4
月

〜
3
月
の
間
の
平
日
に
倉
本
入
口
7
時
31
分

発
で
運
行
し
て
い
た
便
を
、
7
時
26
分
発
へ

変
更
し
ま
す
。）

●
由
布
高
ス
ク
ー
ル
湯
平
コ
ー
ス
の
時
刻
変
更

（
4
月
〜
10
月
の
平
日
お
よ
び
11
〜
3
月
の

水
曜
日
以
外
に
湯
平
駅
17
時
25
分
発
で
運
行

し
て
い
た
便
を
、
19
時
8
分
発
へ
変
更
し
ま

す
。）

●
由
布
高
ス
ク
ー
ル
塚
原
コ
ー
ス
の
時
刻
変

更
（
4
月
〜
10
月
の
平
日
お
よ
び
11
〜
3
月

の
水
曜
日
に
由
布
院
駅
17
時
38
分
発
で
運
行

し
て
い
た
便
を
、
19
時
21
分
発
へ
変
更
し
ま

す
。）

変 更 便
変更日 3/25 ㈮・3/30 ㈬・4/8 ㈮・4/11 ㈪

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1便の発車時刻が下
記のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後
水曜日以外 水曜日 3/25.3/30 4/8.4/11

湯平コース 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52 12：52

塚原コース 湯布院中学校 16：40 15：15 ⇒ 13：00 13：00

阿蘇野コース 小野屋駅前 16：26 15：26 ⇒ 13：01 13：06

大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：07 13：12

朴木コース 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：00 13：10

石城コース 挾間中学校 16：33 15：33 ⇒ 12：53
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！！ 　４月１日から、市役所の窓口時間を現在の午後６時閉庁から午後７時まで延
長します。ただし、各庁舎によって実施曜日が異なりますので、ご注意くださ
い。また、実施曜日以外は午後５時に閉庁します。
（庄 内 庁 舎）月曜日・火曜日
（湯布院庁舎）水曜日・木曜日
（挾 間 庁 舎）木曜日・金曜日

市役所の窓口延長業務の体制が変わります！

7時まで窓口延長

■開庁場所および曜日
　庄 内 庁 舎…市民課および税務課
　　　　　　 （毎週月曜日および火曜日）
　　　　　　　☎097-582-1111
　湯布院庁舎…地域振興課窓口
　　　　　　 （毎週水曜日および木曜日）
　　　　　　　☎0977-84-3111
　挾 間 庁 舎…地域振興課窓口
　　　　　　 （毎週木曜日および金曜日）
　　　　　　　☎097-583-1111

■取扱業務
　住民票等に関するもの
　１.住民票
　２.住民票記載事項証明
　３.戸籍謄本・抄本
　  （現在戸籍に限る）
　４.戸籍の附票
　  （現在の住所が載って
　　  いる戸籍の附票のみ）
　５.印鑑登録
　６.印鑑登録証明書

税等に関するもの
１.所得額・課税証明書
２.課税証明書
３.非課税証明書
４.評価額証明書（土地・家屋）
５.公課証明書（土地・家屋）
６.資産証明書
７.完納の納税証明書
　 ①納税証明書
　 ②軽自動車税納税証明書
　  （車検用のみ）

■開庁日
　平成23年４月１日から平成24年３月31日の月曜日から金曜日（土日、祝日除く）

交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内

交
通
災
害
共
済
加
入
の
ご
案
内

交
通
災
害
共
済
と
は
…

 

「
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
か
ら
、
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
」
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
交
通

事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
場
合
に
、
見
舞
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
は
、
営
利
事
業
で
は

な
く
、
1
年
間
３
６
０
円
の
掛
金
で
交
通
事
故

被
災
者
を
助
け
合
う
制
度
で
あ
り
、
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
増
進
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
大
分
県
交
通
災
害
共
済
は
、
大
分
県
交
通
災

害
共
済
組
合
と
県
内
の
市
町
村
（
大
分
市
と
津

久
見
市
を
除
く
）
が
実
施
す
る
安
心
の
共
済
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
全
員
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

加
入
方
法
は
…

　
2
月
中
旬
に
自
治
委
員
さ
ん
を
経
由
し
て
、
加
入
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
加
入

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
の
申
込
先
ま
で
掛
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
自
治
区
や
班
で
と
り
ま
と
め
を
さ
れ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治

委
員
さ
ん
や
班
長
さ
ん
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

3
月
31
日
㈭

※
4
月
以
降
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
共
済
期
間
が
受
付
日
の
翌
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係（
庄
内
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
１（
内
線
２
３
２
）

地
域
振
興
課
総
務
係（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１（
内
線
１
２
２
２
）

地
域
振
興
課
総
務
係（
湯
布
院
庁
舎
）
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１（
内
線
２
１
３
）
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第
3
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
各
地
区
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
①
地

域
内
の
活
性
化
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り　
②
豊
か
な
自

然
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

③
生
活
基
盤
の
整
備
を
核
と

し
た
地
域
づ
く
り
の
3
班
に

分
か
れ
て
、
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
出
さ
れ
た
意
見
の
整

理
・
分
類
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
分
類
さ
れ
た
小
テ

ー
マ
毎
に
、
実
際
に
取
り
組

ん
で
い
く
実
施
プ
ラ
ン
を
出
し
合
い
地
域
計
画
の
骨
子
案
を
作
り
ま

し
た
。
両
地
区
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
一
味
違

い
、
地
域
の
将
来
を
想
い
な
が
ら
真
剣
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
班
の
代
表
者
が
プ
ラ
ン
の
発
表
を
行
い
、
参
加
者
全
員

の
共
通
認
識
と
し
ま
し
た
。

　
最
後
と
な
る
第
4
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
最
初
に
第
3

回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
り
上
げ
た
地
区
計
画
の
骨
子
案
に
基

づ
い
て
、
テ
ー
マ
毎
に
チ
ー
ム
名
や
リ
ー
ダ
ー
な
ど
各
地
区
の
推
進

体
制
を
考
え
ま
し
た
。
続
い
て
、
重
点
的
・
優
先
的
に
行
な
っ
て
い

く
推
進
計
画
を
作
り
あ
げ
、
短
期
・
中
期
的
な
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
具
体
的
な
実
施
方
策
を
決
定
。
そ
の
結
果
、
各
テ
ー
マ
で
1
〜
3

個
ず
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
決
ま
り
地
区
の
計
画
書
が
完
成
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
全
体
目
標(

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ)

を
、
参
加
者
全
員
で
考
え
ま
し
た
。
最
後
に
、

各
班
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
の
発
表
を
行
な
い
、
2
地
区

と
も
に
合
計
4
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

第
3
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

鬼
瀬
地
区
：
10
月
24
日
㈰ 

平
石
地
区
：
10
月
22
日
㈮

第
4
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

鬼
瀬
地
区
：
12
月
16
日
㈭ 

平
石
地
区
：
12
月
17
日
㈮

問い合わせ●総合政策課地域振興係　☎097-582-1111（内線227）

▲旗上げ方式で決定しました。

地域のこと（魅力、自慢、課題、提案）みんなで一緒に考えよう！
　本年度より由布コミュニティ（地域の底力再生）事業に新たに取り組みを始めた挾間町鬼瀬地区、庄内
町平石地区において、第３回目、４回目のワークショップがそれぞれ開催されました。そして、各地区で
まちづくりの指針である「計画書」を作成しましたので、事業報告としてご紹介します。

ま ち づ く り は 地 域 か ら

由布コミュニティ由布コミュニティ（地域の底力再生）（地域の底力再生）事業報告事業報告
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平 石 地 区

ホタル舞う棚田と水と
美味い米 ★ひらいし★

「食を核とした地域づくり」
●山の駅、わらぶき屋根の設置（加工所、加工グルー
プの設置）
●四季折々の料理を作る（山菜、ソーメン流し、収穫祭、
どぶろく、しし鍋、あぶらめ料理）
●夢 みんなで海外旅行
●（高齢者に）伝承料理を習う !! 四季折々の料理づくり
（山菜）・コンニャク、豆腐作り、ほうちょう汁、や
せうま、どぶろく
●お年寄りの知恵教室
●声かけ、訪問 
中・短期プロジェクト　声をかけ隊
中・短期プロジェクト　どぶろくチーム
中・短期プロジェクト　そうめん流しチーム

鬼 瀬 地 区

皆で築こう鬼瀬の未来 !! 

「未来に向って人の繋がりを今新たに」
重点プロジェクト　みんなが集える場所づくり 
●飲み会をしよう
●料理教室を続けよう
●散歩をしよう

「地域内の活性化を核とした地域づくり」 「地域内の活性化を核とした地域づくり」 

「環境・景観・交流を核とした地域づくり」
●陰陽石周辺整備、遊歩道の整備
●展望所の設置 ( 特産品販売所の併設 )
●水の駅「平石」を設置　　　●特産品を販売
●観光を呼ぼう　　　　　　　●ホームページ作成
●平石の歴史のわかる冊子の作成
●マップ、案内板等、地域内外への啓発
●水、自然を守る。植林（広葉樹）
●河川の草切　　　　　　　　●清掃
●イノシシ特区の申請　　　　●害獣牧場
●ホタルの観賞⇒ホタル祭り　●星の観賞会
●空家⇒交流施設　　　　　　●水車で発電⇒精米
中・短期プロジェクト　陰陽石周辺整備
中・短期プロジェクト　展望所・特産販売所設置
中・短期プロジェクト　空き家で交流会、農業体験
中・短期プロジェクト　ホタル祭り

「山あり川あり自然と名所でにぎやか交流」
重点プロジェクト　高長谷山周遊コース整備事業
短期に取り組むもの
高長谷山および河川敷のウオーキングコース
長期的に考えるもの
水路を利用して水力発電、 高長谷山散策路
●ウオーキングコースの整備
●にぎやかウオーキング大会
●高長谷山散策路整備事業
●水路を利用した水力発電

「豊かな自然を核とした地域づくり」 「豊かな自然を核とした地域づくり」 

「安心・安全暮らしやすい鬼瀬」
重点プロジェクト　できることから安心整備
短期に取り組むもの
案内板・外灯・防災訓練
長期的に考えるもの
陳情（踏切・道路）
●道路（踏切）拡幅の陳情
●水道管の陳情（西の地蔵様の前）
●外灯の陳情
●横断歩道の陳情

「生活基盤の整備を核とした地域づくり」 「生活基盤の整備を核とした地域づくり」 

▲発表者の説明をきく参加者

▲説明者も真剣です！ ▲真剣に地区のことを考えました。

▲ワークショップの様子

▲小さな子どもも頑張りました。 ▲全体目標が決定！

◀⑦2011.３ あらかしの森 林通信も
り



高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

由
布
市
で
は
独
自
に
高
齢
者
の
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
23
年

4
月
1
日
か
ら
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

●
由
布
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

●
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
に
、
有
効
期
間
の
あ
る
す
べ

て
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

●
運
転
免
許
返
納
時
に
、
70
歳
以
上
の
方

●
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

　

条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
警
察
署
等
で
免
許
証
の
返
納
手
続
き
を
し
た
後
、
市
役
所
の
住
民
票
・
戸

籍
窓
口
で
返
納
し
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類(

運
転
経
歴
証
明
書
・
運
転
卒
業
証
等)

を
提
示
し
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
９
７―

５
８
２―

１
１
１
１（
内
線
２
３
２
）

米海兵隊の実弾射撃訓練が
終了しました

　

今
回
で
、
通
算
8
回
目
と
な
る
日
出
生
台
演
習
場
で
の
米
海
兵
隊
に
よ

る
実
弾
射
撃
訓
練
が
2
月
19
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

駐
留
す
る
沖
縄
か
ら
1
月
30
日
に
到
着
し
て
以
後
、
実
弾
射
撃
訓
練
は

2
月
7
日
か
ら
始
ま
り
、
2
月
13
日
ま
で
の
7
日
間
の
内
、
5
日
間
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
湯
布
院
庁
舎
に
『
市
対
策
本
部
』
、
演
習
場
、
周

辺
自
治
区
内
に
『
若
杉
連
絡
所
』
を
設
置
し
て
、
一
日
に
3
回
市
職
員
が

演
習
場
周
辺
地
域
を
巡
回
す
る
と
と
も
に
、
由
布
市
消
防
団
湯
布
院
方
面

隊
の
各
部
に
交
代
で
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
事
故
も
な
く
無
事
に
訓
練
が
終
了
し
ま

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
警
察
や
自
衛
隊
の

皆
さ
ま
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

由
布
市
長　

首
藤 

奉
文

平
成
22
年
の
救
急
、
火
災
出
動
件
数
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〝
救
急
件
数
は
増
加
、
火
災
件
数
は
減
少
〞
へ

問
い
合
わ
せ
●
由
布
市
消
防
本
部 

☎
０
９
７-

５
８
３-

１
５
０
０

　

平
成
22
年
の
救
急
・
火
災
出
動
件
数
は
、
昨
年
と
比
べ
救
急
出
動
件
数
が
１
４
７
件
の

増
加
、
火
災
件
数
は
、
4
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
出
動
件
数
は
、
１
，７
４
６
件
で
内
訳
は
、
急
病
８
５
９
件（
前
年
比
１
２
３
件
増

加
）、
転
院
３
５
８
件（
前
年
比
66
件
減
）、
一
般
３
０
１
件（
前
年
比
64
件
増
）、
交
通

１
４
７
件（
前
年
比
26
件
増
）、
そ
の
他
81
件（
前
年
比
０
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
搬
送
人
員
の
内
年
齢
別
で
は
、
老
人（
65
歳
以
上
）９
９
４
人（
61
．７
％
）、
成

人（
18
歳
以
上
65
歳
未
満
）５
０
４
人（
31
．３
％
）で
搬
送
人
員
の
93
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
傷
病
程
度
別
で
は
、
重
症
３
０
５
件（
17
．５
％
）、
中
等
症
７
５
５
件（
43
．

２
％
）、
軽
症
４
６
４
件（
26
．６
％
）で
依
然
、
軽
症
の
救
急
車
利
用
者
が
多
い
た
め
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

火
災
の
件
数
は
、
27
件
で
内
訳
は
、
建
物
９
件（
前
年
０
件
）、
林
野
４
件（
前
年
比
５

件
減
）、
車
両
３
件（
前
年
比
３
件
増
）、
そ
の
他
11
件（
前
年
比
２
件
減)

で
、
前
年
比
４

件
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
損
害
額
は
、
２
１
，２
９
７
千
円
で
、
死
者
は
２
人
で
す
。

市政だより市政だより

文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
2
月
27
日
、
湯
布
院
町
川
西
の
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧

日
野
医
院
」
で
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
一
日
消
防
官
と
し
て
、
大
分
大
学
附
属
病
院
に
勤
務

す
る
看
護
師
3
人
が
委
嘱
さ
れ
、
消
防
団
湯
布
院
方
面
隊
第

4
分
団
第
1
部
か
ら
第
3
部
の
団
員
ら
と

一
緒
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
卓
上

ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
使
用
し
た
火
災
実
験
や

実
際
に
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
な

ど
を
通
し
て
、
参
加
し
た
地
区
住
民

と
と
も
に
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め

ま
し
た
。
今
後
も
、「
地
域
の
財
産
」

を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
消
防
法
が
改
正
さ

れ
、
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
由
布
市
で
は
、
由
布
市
火
災
予
防
条
例

に
よ
り
、
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、
早
急
に
設

置
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　
住
宅
の
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
（
ま

た
は
熱
）
を
自
動
的
に
感
知
し
、
警
報
ブ

ザ
ー
や
音
声
に
よ
り
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
知
ら
せ
、
避
難
を
う
な
が
す
機
器
で

す
。

●
ど
う
し
て
義
務
付
け
ら
れ
た
の
？

①
住
宅
火
災
で
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
死
者

の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
す
。

②
「
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
」
は
、
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
9
割
を
占
め

ま
す
。

③
「
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
」
の
約
7
割

が
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
住
宅
に
お
い
て
、

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
早
く
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
い
つ
か
ら
設
置
し
た
ら
い
い
の
？

・
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
6
月
1
日
か

ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

(

消
防
法) 

・
既
存
住
宅
（
す
で
に
建
っ
て
い
る
住

宅
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
5
月
31

日
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

※
台
所
へ
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
由
布
市
火
災
予
防
条
例
に
「
台
所

そ
の
他
の
火
災
発
生
の
お
そ
れ
が
大
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
住
宅
の
部
分
に
お

け
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設
置
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
お
よ
び
電
話

悪
質
な
訪
問
販
売
お
よ
び
電
話

勧
誘
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

勧
誘
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
を

逆
手
に
と
り
、
不
適
切
な
価
格
（
市
場
の

価
格
を
大
幅
に
超
え
る
高
額
）
で
販
売

を
行
う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

ま

た
、
消
防
職
員
が
個
人
宅
を
訪
問
し
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
を
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
由
布
市
の
住
宅
用
警
報
器
の
設
置
率

は
、
22
年
8
月
に
自
治
委
員
に
お
願

い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

４
２
．５
パ
ー
セ
ン
ト（
回
収
率
44
パ
ー

セ
ン
ト
）で
し
た
。（
設
置
率
は
、
県
内

14
消
防
本
部
中
9
番
目
で
す
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
消
防
本
部

　
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
５
０
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
補
助
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
補
助
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
火
災
か
ら
高
齢
者
を
守
る
火
災
予
防
対
策
と
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入

し
た
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
申
請
期
限
が
、
平
成
平
成
2323
年年
33

月月
3131
日日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
補
助
金
対
象
者
で
未
申
請
ま
た
は
今
後
購
入
予
定
の
方
は
、
期
限
内
に
申
請
書
等
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
対
象
者
》
市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
（
年
齢
は
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
）
の
単
身
あ
る

い
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
本
人
も
し
く
は
家
族
が
所
有
す
る
住
宅
（
平
成
18
年
6
月
1

日
以
降
に
新
築
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
居
住
し
て
い
る
方
。

《
補
助
金
の
額
等
》
火
災
警
報
器
の
購
入
お
よ
び
取
付
に
要
し
た
費
用
に
対
し
、
６
，０
０
０

円
を
上
限
と
し
、
1
世
帯
あ
た
り
1
回
に
限
り
交
付
。

　
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
各
庁
舎
福
祉
対
策
係
に
備
え
付
け
の
「
由
布
市
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
」
お
よ
び
「
同
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
領
収
書
を
添
付
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
対
策
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
（
内
線
３
１
４
・
３
１
５
）

市政だより市政だより

　今年１月からOBSラジオ
で由布市の情報発信番組が
始まりました。番組名はずば
り「ゆふばん！」。由布市の
イベントや行政情報をはじめ、
オススメグルメや観光スポットなどをご紹介
しています。
　ぜひ、週末土曜日のお昼はOBSラジオを
お聴きください。由布市の魅力満載でお送り
します。お楽しみに♪
■放送日時
　毎週土曜日 午後１時～午後１時55分

「ゆふばん!」
リクエストお待ちしています !

まるんちゃん♪

◎取り上げてほしい話題等がありましたら、
総務課秘書広報係（☎097-582-111
　1）までご連絡ください。
◎市役所各庁舎内にリクエストBOXを設
置しました！お気に入りの曲をぜひリク
エストしてください。

◀⑨2011.３ あらかしの森 林通信も
り



市政だより市政だより

庄 内 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月4日
（月曜日）

9:00 ～ 9:20 柿原公民館前

9:30 ～ 9:50 仁瀬の坂三又路

10:00 ～ 10:10 加倉バス停前

10:30 ～ 10:40 下直野公民館前

10:50 ～ 11:00 直野内山公民館前

11:10 ～ 11:20 内山観音入口

11:30 ～ 11:40 上重公民館前

11:50 ～ 12:00 河村商店前 (井手下 )

13:50 ～ 14:00 高津原三又路

14:10 ～ 14:20 栢の木バス停前

14:30 ～ 14:40 中村バス停前

14:50 ～ 15:00 阿蘇野中央公民館前

4月5日
（火曜日）

9:30 ～ 9:50 下武宮天理教前

10:00 ～ 10:10 佐藤剛夫様宅前

10:20 ～ 10:30 平石農協倉庫前

10:40 ～ 10:50 雲取神社

11:10 ～ 11:20 和田九州男様宅前 (水足 )

11:30 ～ 11:40 佐平治精米所前

13:30 ～ 13:40 土師政喜様宅前 (長野 )

13:45 ～ 13:55 上組桜山三又路

14:00 ～ 14:10 長野農協倉庫前

14:20 ～ 14:30 古長吉男様宅前

14:40 ～ 14:50 上山益弘様宅前

15:00 ～ 15:10 甲斐堅市様宅前 (猪野 )

15:20 ～ 15:30 畑田公民館前

4月6日
（水曜日）

9:30 ～ 9:50 由布高校前

10:10 ～ 10:20 日吉屋前 (龍原 )

10:30 ～ 10:40 室小野バス停横

10:50 ～ 11:00 五ヶ瀬公民館前

11:10 ～ 11:20 大龍西部公民館前

13:20 ～ 13:40 庄内体育センター

13:50 ～ 14:00 小野屋区民会館

14:10 ～ 14:20 五福公民館前

14:30 ～ 14:40 内川野

14:50 ～ 15:00 庄内庁舎 保健センター前

4月7日
（木曜日）

9:30 ～ 9:40 橋爪公民館前

9:50 ～ 10:00 西庄内小学校校庭隅

10:10 ～ 10:30 東家公民館前

10:40 ～ 10:50 瓜生田バス停前

11:00 ～ 11:10 庄内公民館前 (旧中央公民館 )

13:20 ～ 13:30 角上盛司様宅前

13:40 ～ 13:50 南庄内小学校入口

14:00 ～ 14:10 中渕農協旧倉庫前

14:20 ～ 14:30 宮崎酒店前

●予防注射料金 3,000円(年１回)
●登録手数料 　3,000円(犬の一生に１回)

犬の
予防注射と
登録は
お忘れなく

狂犬病予防注射・登録

注意事項
●当日は、犬の首輪をしっかり付け、犬を制御で
きる人が連れて来てください。

●登録済みの飼い主の方には、注射受付票(ハガキ)
を郵送しますので、必ず持参してください。

●市内在住の方は、都合の良い場所で注射を受け
ることができますが、できるだけ居住町内で受
けてください。

●雨天でも実施します。
●予防注射の前後２～３日は、激しい運動やシャ
ンプーは控えてください。

●動物病院でも同じ料金で狂犬病予防注射ができ
ます。受けるときは、事前に病院に確認してく
ださい。

2011.３⑩◀あらかしの森 林通信も
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市政だより市政だより

挾 間 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月18日
（月曜日）

9:30 ～ 9:50 鬼崎自治公民館前

10:00 ～ 10:30 鶴田自治公民館前

10:40 ～ 11:10 下市自治公民館前

13:30 ～ 13:50 阿鉢自治公民館前

14:00 ～ 14:10 小野自治公民館前

14:20 ～ 14:30 谷中村自治公民館前

14:40 ～ 15:00 谷東部自治公民館前

15:10 ～ 15:20 生田原自治公民館前

4月19日
（火曜日）

9:30 ～ 10:10 北方自治公民館前

10:20 ～ 10:50 上市自治公民館前

13:30 ～ 13:40 妻ヶ城バス停前

13:50 ～ 14:10 石城小学校北側入口前

14:30 ～ 14:50 来鉢自治公民館入口

15:00 ～ 15:10 北田代自治公民館入口

15:20 ～ 15:30 南田代自治公民館前

4月20日
（水曜日）

9:30 ～ 9:50 詰自治公民館前

10:00 ～ 10:10 朴木自治公民館前

10:20 ～ 10:30 時松農事集会所前

13:30 ～ 13:40 三船自治公民館前

13:50 ～ 14:30 古野自治公民館前

14:40 ～ 15:30 医大ケ丘 3丁目ふれあい公園

4月21日
（木曜日）

9:30 ～ 9:50 柏野自治公民館前

10:00 ～ 10:20 鬼瀬自治公民館前

10:40 ～ 10:50 池ノ上自治公民館前

11:10 ～ 11:20 篠原自治公民館前

13:30 ～ 13:40 馬見塚光也様宅前

13:50 ～ 14:00 海老毛自治公民館前

14:10 ～ 14:30 丸田自治公民館前

14:40 ～ 15:20 赤野自治公民館前

4月22日
（金曜日）

9:30 ～ 9:40 下筒口自治公民館前

9:50 ～ 10:00 上筒口自治公民館前

10:10 ～ 10:20 酒野自治公民館前

10:30 ～ 10:40 山田自治公民館前

13:30 ～ 13:50 中恵自治公民館前

14:00 ～ 14:20 田ノ小野自治公民館前

14:40 ～ 15:00 同尻自治公民館前

15:10 ～ 15:40 挾間庁舎旧保健センター前

庄 内 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月7日
（木曜日）

14:40 ～ 14:50 上渕消防小屋前

15:00 ～ 15:10 星南小学校入口

4月8日
（金曜日）

9:00 ～ 9:10 小挾間神社前

9:20 ～ 9:30 柚の木バス停前

9:40 ～ 9:50 影戸バス停三又路

10:00 ～ 10:10 上瀬口バス停前

10:20 ～ 10:30 竹の中工芸センター

10:40 ～ 10:50 首藤正様宅上四又路 (中尾 )

11:00 ～ 11:20 久保公民館前

13:30 ～ 13:40 蛇口公民館前

13:50 ～ 14:10 長宝団地公園

14:20 ～ 14:30 櫟木バス停前

14:50 ～ 15:00 下櫟木交差点

湯 布 院 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月11日
（月曜日）

9:30 ～ 10:20 温湯区公民館前

10:30 ～ 10:40 並柳公民館前

10:50 ～ 11:10 湯布院振興局地域振興課水道係前

13:00 ～ 13:20 西石松公民館前

13:30 ～ 13:50 山崎地区集会所前

14:00 ～ 14:20 川西児童体育館前

14:50 ～ 15:00 内徳野公民館前

15:10 ～ 15:20 上津々良農民研修センター前

15:30 ～ 15:40 鮎川公民館前

4月12日
（火曜日）

9:00 ～ 9:30 塚原公民館前

9:50 ～ 10:00 若杉公民館前

10:10 ～ 10:40 荒木公民館前

10:50 ～ 11:10 石光公民館前

13:30 ～ 13:40 湯平農民研修センター前

13:50 ～ 14:00 湯平ふれあい公園 (橋本 )

14:15 ～ 14:30 畑グラウンド前

14:40 ～ 15:00 下湯平農民研修センター前

15:10 ～ 15:20 水地公民館前

15:40 ～ 16:20 旧国民宿舎駐車場

挾 間 地 域
月　日 時　間 場　　所

4月15日
（金曜日）

9:30 ～ 9:50 高崎自治公民館前

10:10 ～ 10:20 山口自治公民館前

10:30 ～ 10:40 中台自治公民館前

11:00 ～ 11:10 七蔵司自治公民館前

13:30 ～ 13:50 サントピア古野公園前

14:00 ～ 14:20 古野郷自治公民館前

14:40 ～ 14:50 サニータウン挾間公園前

15:00 ～ 15:20 喜多里自治公民館前

問い合わせ 環境課（湯布院庁舎）
　☎0977-84-3111(内線524)
挾間振興局地域振興課商工環境係
　☎097-583-1111(内線1227)
庄内振興局地域振興課商工環境係
　☎097-582-1111(内線118)
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情
報
の
約
八
割
は
目
か
ら
入
る
と
言
わ
れ
、
快
適
な
生
活
に
は
目
の
健
康
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
目
の
病
気
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

立
川
眼
科
院
長　
立
川
貴
寿

●
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、
花
粉
症

　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
2
月
〜
5
月
に
か
け
て
の
春
の
花
粉
症
が
有
名
で
す
が
、
最

近
は
イ
ネ
や
カ
ヤ
、
ブ
タ
ク
サ
な
ど
の
秋
の
花
粉
症
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
症
状
が
一

年
中
あ
る
方
は
、
ダ
ニ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト（
ほ
こ
り
）が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
汚
れ
が
原
因
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
点
眼
に
は
、
効
果
が
出
る
ま
で
数
週
間
か
か
る
も
の
が
あ
り
、
症
状
が
出
る
前
に

さ
し
始
め
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
症
状
が
強
い
場
合
は
点
眼
薬
を
併
用
し
た
り
、
内

服
薬
も
使
い
ま
す
。

●
近
視
、
遠
視
、
老
視

　
成
長
期
に
多
い
の
が
近
視
で
す
。
学
校
で
黒
板
の
字
が
見
に
く
く
な
っ
た
り
、
目
を

細
く
し
て
見
て
い
る
場
合
は
近
視
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
小
学
生
以
下
で
は
調
節
緊
張

（
仮
性
近
視
）の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
点
眼
治
療
を
し
ま
す
。
近
視
の
場
合
は
処

方
箋
を
発
行
し
、
眼
鏡
店
で
眼
鏡
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
高

度
医
療
機
器
で
、
自
分
で
取
り
扱
い
で
き
る
小
学
校
高
学
年
か
ら
処
方
し
て
い
ま
す
。

使
い
捨
て
レ
ン
ズ
が
主
流
で
す
が
、
消
毒
を
き
ち
ん
と
し
て
使
用
期
限
を
守
り
、
悪
い

時
は
使
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
遠
視
は
高
齢
者
に
多
く
、
視
力
が
良
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
度
が
強
い

と
遠
く
も
見
え
に
く
く
、
目
が
常
に
無
理
を
す
る
た
め
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
の
遠
視
は
斜
視
や
弱
視（
視
力
が
育
た
な
い
）の
原
因
に
も
な
り
、
詳
し
い
検
査

を
行
っ
て
適
切
な
眼
鏡
を
か
け
る
こ
と
が
治
療
の
第
一
歩
で
す
。

　
一
方
、
四
十
代
以
降
で
近
く
が
見
え
に
く
く
な
る
の
が
老
視（
老
眼
）で
す
。
近
視
は

老
眼
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
裸
眼
だ
と
近
く
が
見
え
る
の
で
困
ら
な
い
だ
け

で
、
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
で
見
え
に
く
い
場
合
は
老
視
で
す
。
市
販
の
老
眼
鏡
も
あ
り

ま
す
が
、
遠
視
や
近
視
の
方
は
度
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
遠
近
両
用
眼
鏡
は

便
利
で
す
が
、
足
下
が
見
づ
ら
い
な
ど
癖
が
あ
っ
て
慣
れ
が
必
要
で
す
。

◆
担
当
課　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７―

８
４―

３
１
１
１（
内
線
３
６
３
）

目
の
病
気
の
ご
紹
介

ゆ
ふ
健
康
情
報

ポリオ予防接種
（小児まひの予防接種です。２回接種が必要です。）1

●対象年齢　生後３月～90月未満
　　　　　　(望ましい時期 生後３月～18月)
●持 参 品　母子健康手帳
●注意事項　下痢をしていると、受けられません。
●集団接種(無料)

予防接種を受けましょう

月　日 受付時間 場　　所

挾
間
４月 6日㈬
４月27日㈬ 14：00～14：30 挾間健康センター

☎097-583-1111(内線2120)

庄
内 4月15日㈮ 13：30～14：00 庄内保健センター

☎097-582-1111(内線500)

湯
布
院
４月 7日㈭
４月21日㈭ 13：30～14：00

湯布院コミュニティセンター
☎0977-84-3111
(健康増進課・内線382)

新こどもクリニック(挾間)
☎097-583-8277　接種期間：４月

※直接、お申し込みください。
※昭和50年～52年生まれの抗体保有率の低い保護者の方も接種
できます。(有料)

●個別接種(無料)

二種混合予防接種
（ジフテリア・破傷風の予防接種です。）2

●対象者　小学校６年生
※13歳のお誕生日を迎える前々日まで接
種ができます。
●接種場所　大分県内医療機関
●接種料金　無料
●接種方法
①事前に医療機関に連
絡が必要です。
②指定日に保護者同伴で
医療機関に行く。
　(母子健康手帳持参)
③接種後、予防接種済証を受け取る。
(母子健康手帳に貼ってください)
※予防接種済証は大切に保管してくだ
さい。修学旅行や海外留学の際、必
要になることがあります。

できるかぎり
早めに受けま
しょう！

市政だより市政だより
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こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

市政だより市政だより
　

由
布
市
民
講
演
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
」
で
す
。
精
神
疾
患
で
多
い
「
統
合
失

調
症
」
や
、
ス
ト
レ
ス
が
招
く
「
う
つ
病
」
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
、
ま
た
病
気
の
治
療
や
リ
ハ
ビ

リ
や
接
し
方
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

日
時
◆
3
月
22
日
㈫

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所
◆
は
さ
ま
未
来
館
2
階 

大
研
修
室

内
容
◆
演
題
「
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
」

講
師
◆
ひ
ろ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

廣
田
清
司
先
生

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

33
月
は
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

（
蓮
舫
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

　

大
切
な
人
の
悩
み
に
、
気
づ
い
て
く

だ
さ
い
。
周
り
の
人
の
様
子
が
「
い
つ

も
と
違
う
」
と
気
づ
い
た
ら
、「
ど
う
し

た
の
？
」「
よ
く
眠
れ
て
る
？
」
な
ど
と

声
を
か
け
、
そ
の
人
の
話
を
よ
く
き
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
気
づ

き
で
、
そ
の
ひ
と
声
で
、
救
わ
れ
る
人

が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
、
あ
な
た

自
身
が
悩
ん
で
い
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
相
談
を
。

こ
の
疾
患
は
心
臓
や
肺
な
ど
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
〝
脳
〞
と
い

う
内
臓
の
不
調
で
起
こ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
他
の
内
臓
の
病
気

の
よ
う
に
〝
薬
〞
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
効
果

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
う
つ
病
・
う
つ
状
態
〕

　

厳
密
に
は
「
う
つ
病
」
と
「
う
つ
状
態
」
の
意
味
は
違
い
ま

す
。
最
近
、
う
つ
病
に
関
す
る
理
解
も
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
「
う
つ
病
」
と
診
断
さ
れ
る
人
の
数
は
急
激
に
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
疾
患
の
初
め
は
周
り
の
人
に
気
づ
か
れ

に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
も
っ
と
も
特
徴
的
な
症
状
と
し
て

は
「
憂
鬱
な
気
分
」
が
続
く
こ
と
と
「
興
味
や
喜
び
・
関
心
の
減

退
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
ん
と
な
く
気
分
が
晴
れ
な
く
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
関
す
る
意
欲
が
低
下
し
た
り
、
睡
眠
の
障
害
や
食

欲
の
障
害
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
疲
労
感
が
強

く
な
っ
た
り
体
の
症
状
が
出
現
し
た
り
、
時
に
は
「
死
に
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
抱
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

「
う
つ
病
」
の
経
過
や
症
状
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、

以
前
は
「
う
つ
病
の
人
を
励
ま
し
て
は
い
け
な
い
」
と
大
原
則
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
う
つ
病
の
場
合
に
は
必

ず
し
も
そ
う
と
も
限
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、「
自
分
の
性
格
の
せ
い
」
と
か
「
自
分
の
気
力
で
何
と
か
で
き

る
」
と
考
え
る
よ
り
も
、
正
し
く
診
断
を
受
け
て
必
要
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
早
期
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
症
状

の
軽
快
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７―

８
４―

３
１
１
１（
内
線
３
６
３
）

精
神
疾
患
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

ひ
ろ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　
廣 

田 

清 

司

　
現
在
、
日
本
で
は
「
自
殺
」
や
「
心
の
病
気
」
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
精
神
疾
患
に
関
し
て
正

し
い
理
解
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
精
神
疾
患
に
対

し
て
誤
っ
た
偏
見
を
持
っ
た
り
、
気
持
ち
の
持
ち
方
の
せ
い
に
し

た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
回
は
、
精
神
疾
患
の
中
で
も
代
表
的
な
「
統
合
失
調
症
」
と

「
う
つ
病
」
に
関
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
統
合
失
調
症
〕

　
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
疾
患
の
中
で
代
表
的
な
疾
患
で
す
。
お
そ
ら

く
皆
さ
ん
の
想
像
以
上
に
発
症
頻
度
の
多
い
疾
患
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
報
告
に
よ
り
ま
す
と
生
涯
有
病
率
（
一
生
の
う
ち
に
こ
の
病

気
に
か
か
る
人
）
は
１
２
０
〜
１
５
０
人
に
1
人
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
は
20
代
の
青
年
期
に
発
症
し
ま
す
。
は

じ
め
は
元
気
が
な
か
っ
た
り
、
抑
う
つ
的
に
な
っ
た
り
、
疑
い
深

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は

周
り
の
人
が
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
形
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

ゆ
っ
く
り
と
慢
性
的
に
経
過
し
て
徐
々
に
「
社
会
性
・
常
識
性
」

が
損
な
わ
れ
て
い
く
病
気
で
す
。
こ
れ
は
そ
の
人
の
「
気
の
も
ち

よ
う
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
何
か
の
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
か
ら
発

症
す
る
も
の
で
も
有
り
ま
せ
ん
。
特
徴
的
な
症
状
と
し
て
は
「
幻

覚
・
幻
聴
」
や
「
妄
想
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
陽
性
症
状
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
感
情
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
「
無
気
力
」
や
「
無
関

心
」
な
ど
の
陰
性
症
状
も
重
要
な
症
状
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

平
成
22
年
度 

由
布
市
民
講
演
会

自殺対策強化月間について詳しくは…
　内閣府自殺対策推進室ＨＰ（相談
窓口一覧も掲載しております。）
http://www8.cao.go.jp/

jisatsutaisaku/index.html
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市政だより市政だより

笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す

▲挾間健康センターに情報掲示板が
できました。

▲「予防接種を受けましょう」をスローガンに、
　“セッシュくん”が誕生！“ウイルスちゃん”と戦っています。

▲研修会でストーンペインティング
を学びました。

▲母子保健推進員の手作りおやつを
食べる子どもたち 毎回とても良い
笑顔です♪

▲ゆふっ子パークを開催！今回はおやつを作りました。
▲できたおやつを親子で食べました。
とても美味しかったです。

●問い合わせ　健康増進課　　　 ☎0977-84-3111(内線364)
　　　　　　　庄内保健センター ☎097-582-1111(内線501)     
　　　　　　　挾間健康センター ☎097-583-1111(内線2122)

　由布市では、平成18年に由布市母子保健推進員が誕生し、各地域で活動をしています。
現在、47人の推進員が所属しており、市の保健師と地域のパイプ役をとして、乳幼児健診
のお手伝い、子どもたちの集いなどを開催しています。
　いつも「お母さんやお子さんの笑顔が見られる催し物を行っていこう」を合言葉に、研修
会を重ねながら、保護者の皆さんに「遊びの場」と「癒しの場」を提供することを心がけて
います。
　今回は、これまでのさまざまな活動写真を通して、私たち母子保健推進員の取り組みをご
紹介します。

こんにちは！母子保健推進員です！

▲妊婦さんとお子さんの会です。絵
本の読み聞かせをしました。

▲感染予防のための手洗いの方法を
みんなで学びました。

2011.３⑭◀あらかしの森 林通信も
り



シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
作
品
募
集

第
22
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

◆
募
集
方
法　

ハ
ガ
キ
に
よ
る
公
募
と
し
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

⑴
募
集
部
門　

短
歌
、
俳
句
、
川
柳（
川
柳
の
み
課
題
を
設
け
ま
す
。
）

⑵
募
集
期
限　

3
月
31
日
㈭ 

※
当
日
の
消
印
有
効

⑶
応
募
資
格　

大
分
県
在
住
の
60
歳
以
上（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

⑷
応
募
規
程　

ア　

未
発
表
作
品
。
1
人
に
つ
き
短
歌
を
1
首
、
俳
句
を
2
句
、
川
柳
を
2
句
ま
で
。

　
　

た
だ
し
、
川
柳
は
課
題
を
設
け
、「
歌
う
」
と
し
ま
す
。

イ　

応
募
は
、
ハ
ガ
キ
を
用
い
て
各
部
門
別
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
必
ず
楷
書
で
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
こ
と
。

　

・
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
こ
と
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
所
属

（
団
体
名
）を
明
記
す
る
こ
と
。

　
　

※
な
お
、
氏
名
に
筆
名
を
使
用
す
る
場
合
は
、
本
名
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰　

⑴
各
部
門
別
に
入
選
作
品
15
点
を
表
彰
し
ま
す
。

　
　
　

⑵
そ
の
他
、
最
高
齢
者
賞（
男
・
女
各
1
人
）を
授
与
し
ま
す
。
※
過
去
の
受
賞
者
は
除
く
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
応
募
先　

応
募
希
望
者
は
、
各
庁
舎
福
祉
対
策
係
に
用
意
し
て
い
る
応
募
用
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
大
会
事
務
局
ま
で
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

福
祉
対
策
課
福
祉
係　

☎
０
９
７
７―

８
４―

３
１
１
１
（
内
線
３
１
4
）

食
生
活
改
善
推
進
員
育
成
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
重
要
性
を
普
及
・
啓
発
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
す
る
団
体
で
す
。

開
催
日　

毎
月
第
2
火
曜
日
（
4
月
か
ら
開
始
、
た
だ
し
4
月
の
み
19
日
開
催)

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

期　

間　

1
年
間
（
平
成
23
年
4
月
〜
平
成
24
年
3
月)

場　

所　

庄
内
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調
理
室

内　

容　

病
態
別
の
講
義
・
糖
度
実
験
・
運
動
実
技
・
調
理
実
習

参
加
条
件　

由
布
市
内
在
住
の
女
性
。
一
年
間
の
研
修
終
了
後
必
ず
各
支
部
の
協

議
会
に
入
会
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

費　

用　

テ
キ
ス
ト
・
成
分
表
代
１
，５
０
０
円
程
度

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

4
月
4
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
●
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
７―

８
４―

３
１
１
１（
内
線
３
６
２
）

●
対
象
者

現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
設
備
を
改
造
す
る
必

要
の
あ
る
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
障
が
い

者
ま
た
は
そ
の
障
が
い
者
と
同
居
す
る
方

①
重
度
の
心
身
障
が
い
者
・
児
（
次
の
ア
〜
ウ

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
。
）

　
ア 

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級

　

イ 

療
育
手
帳
Ａ
1
ま
た
は
Ａ
2
（
も
く
し

は
Ａ
）

　
ウ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

②
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
前
年
の
所
得
税
課

税
額
が
14
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

●
助
成
限
度
額

60
万
円
の
3
分
の
2
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
、

日
常
生
活
用
具
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
は
、そ
の
補
助
対
象
額
を
控
除
し
た
額
）

※
そ
の
他
の
経
費
経
費
は
自
己
負
担
。（
た
だ
し
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
の
方
は
、
補

助
対
象
経
費
内
）

●
優
先
と
な
る
制
度

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
事
業
お
よ
び
在
宅
高
齢

者
住
宅
改
修
事
業
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

5
月
13
日
㈮

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
対
策
課

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

（
内
線
３
１
６
）

　在宅で生活する重度の障がいのある方の日常生活を容易にするため、既存住宅の浴室やト
イレ等を特別に障がい者向けに改造する場合、その経費を一部助成します。（障がいの内容
に適した改造となっている必要があります。）

在宅重度障がい者の住宅改造経費を助成します

市政だより市政だより
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県
内
初
の
国
民
宿
舎
と
し
て
、
永

く
地
元
の
方
や
宿
泊
客
に
愛
さ
れ
た

由
布
山
荘
。
昭
和
38
年
11
月
、
保
養

温
泉
地
「
湯
布
院
」
の
観
光
を
推
進

す
る
上
で
、
旧
湯
布
院
町
営
の
も
と
、

中
核
保
養
施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
立
地
条
件
の
良
さ
と
低
料
金

か
ら
、
多
く
の
登
山
客
や
観
光
客
ら

の
人
気
を
集
め
、
多
い
時
に
は
年
間

ほ
ぼ
毎
日
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
稼

働
率
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
全

国
の
国
民
宿
舎
の
利
用
率
で
も
、
常

に
上
位
で
し
た
。
平
成
17
年
4
月
か

ら
は
、
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
が
同

施
設
の
指
定
管
理
者
を
務
め
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
3
月
、
指
定
管
理
の

契
約
期
間
終
了
と
同
時
に
、
そ
の
長

い
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

市政だより市政だより

宿
泊
客
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
に
感
動

宿
泊
客
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
に
感
動

浦
田
政
秀
さ
ん
（
湯
布
院
町
川
上
）

　
旧
湯
布
院
町
時
、
保
養
温
泉
課
長
と

し
て
支
配
人
を
務
め
ま
し
た
。
手
軽
な

料
金
だ
っ
た
た
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
カ
ナ
ダ
や
ス
イ
ス
な
ど
か
ら
の
お

客
さ
ん
も
よ
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
、
心
を
込
め
た
お
も
て
な

し
に
心
が
け
、
宿
泊
し
た
方
か
ら
の
感

謝
の
言
葉
や
手
紙
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
感
動
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
閉
館
し
ま
し
た
が
、
当
時
の

こ
と
は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

石
焼
き
料
理
と

石
焼
き
料
理
と

露
天
風
呂
が
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た

露
天
風
呂
が
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た

八
川
清
彦
さ
ん
（
湯
布
院
町
川
上
）

　
通
算
す
る
と
9
年
間
支
配
人
を
務
め

ま
し
た
。
特
に
、
駅
が
近
く
低
料
金
の

た
め
連
泊
の
宿
泊
客
が
多
く
、
ピ
ー
ク

時
に
は
平
日
も
満
室
の
状
態
で
し
た
。

湯
布
院
で
も
、
早
く
か
ら
地
鶏
や
牛
肉

な
ど
の
「
石
焼
き
料
理
」
を
取
り
入
れ
、

由
布
岳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
露
天
風

呂
も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
取
り
壊
す

の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
跡
地
を

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲広く眺望が良い露天風呂

▲食堂の写真。鯛みそが好評でした。

▲支配人らがここで事務を執ってい
ました。

▲時間を刻み、止まったままの時計

▲多くの旅人たちが休んだ部屋

▲名物の鯉料理などを作っていた厨房

▲季節ごとにいろいろな風景を見る
ことができた中庭

▲多くの宿泊客らを迎えたフロント

支
配
人
経
験
者
が
語
る
由
布
山
荘

支
配
人
経
験
者
が
語
る
由
布
山
荘

　現在、由布市地域包括支援センターが一部を使用してい　現在、由布市地域包括支援センターが一部を使用してい
ますが、建物の老朽化に伴い、今後は施設（宿泊棟のみ）ますが、建物の老朽化に伴い、今後は施設（宿泊棟のみ）
を取り壊し、新たな公共施設として再生する予定です。を取り壊し、新たな公共施設として再生する予定です。

ありがとう 由布山荘
～秀峰由布岳臨んで45年～

《 概 要 》
所在地：由布市湯布院町川上
　　　　2927番地 1
敷地面積：（宅地）3,934.15 ㎡
　　　　　（鉱泉地）6.03 ㎡
部屋数：27室 
浴室：内湯 2、
　　　露天風呂 2、
　　　貸切り湯 1
総額工事費：53,000 千円

（昭和38年建設当時）

2011.３⑯◀あらかしの森 林通信も
り



　
障
が
い
者
の

自
立
支
援
と
社

会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
通

所
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け

な
が
ら
作
業
所

で
頑
張
っ
て

働
い
て
い
ま
す
。

市
報
ゆ
ふ
で

は
、
市
内
の
各
作
業
所
を
数
回
に
渡
っ
て

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
4
回
目
の
今
回

は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
会
「
ほ
ほ
え
み
工
房
」
で
す
。

　
湯
布
院
町
川
南
の
「
ほ
ほ
え
み
工
房(

中

上
節
子
理
事
長)

」
は
、
勤
労
継
続
支
援(

Ｂ
型)

事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
19
年
か

ら
同
工
房
を
ス
タ
ー
ト
。
元
々
は
、
福
岡

で
野(

薬)

草
を
加
工
・
販
売
し
て
い
ま
し
た

が
、
販
売
先
が
主
に
大
分
県
内
だ
っ
た
た

め
、
湯
布
院
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
に
工
房
を
持
っ
た

そ
う
で
す
。
現
在
、
20
代
か
ら
50
代
ま
で

25
人
の
障
が
い
者
が
就
労
し
、

毎
日
平
均
し
て
14
人
〜
15
人
の

方
が
出
勤
し
て
い
ま
す
。
就
労

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
で
、
日
曜
日
の
み
休
ん

市政だより市政だより

で
い
ま
す
。
主
な
作
業
内
容
と
し
て
、
夏
は

ス
ギ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
野
草
を
採
集
し
て

加
工
、
冬
は
地
元
菓
子
業
者
の
プ
リ
ン
瓶
の

洗
浄
や
地
域
住
民
ら
か
ら
集
め
た
廃
油
を
再

利
用
し
た
石
け
ん
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
高
血
圧
、
肝
機
能
や
腎
機
能
障
害
な

ど
に
効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
ス
ギ
ナ
を
粉
末

に
加
工
し
て
、
各
業
者
は
そ
の
粉
を
使
い
、

お
茶
を
は
じ
め
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
こ
ん

に
ゃ
く
、
さ
ら
に
は
う
ど
ん
、
豆
腐
ま
で
多

く
の
製
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

製
品
は
、
道
の
駅
ゆ
ふ
い
ん
や
陽
だ
ま
り
、

大
分
市
内
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

お
り
、
購
入
者
か
ら
感
謝
の
手
紙
が
多
く
寄

せ
ら
れ
る
と
い
う
製
品
だ
け
あ
っ
て
、
今
で

は
な
か
な
か
注
文
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
同
工
房
で
は
、
就
労
者
の
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
月
に
1
回
、

相
談
を
兼
ね
た
個
別
面
談
や
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
「
卓
球
バ
レ
ー
」
大
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
就
労
者
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
人
や
モ
ノ
な
ど

す
べ
て
に
対
し
て
愛
情
を
持
っ
て
接
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
へ
野

草
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
も
就
労
者
個
人
個
人
の
良
い
所
を
引
き
出

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
す
中

上
理
事
長
。

　
現
在
、
同
工
房
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
「
ほ
ほ
え
み
工
房
」
☎
０
９
７
７

－

８
５

－

２
６
８
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〝
働
く
喜
び
〞を
実
感

問
訪
所
業
作

▲石けんを
　作る様子

4

▲和気あいあいとした
雰囲気の作業場。
　プリン瓶を洗浄中

固形と粉石けんを作っています▲

　
2
月
20
日
、
由
布
市
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
振
興
大
会
が
湯
布
院
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
社
会
教
育
に
関
わ
る
団
体
・
個
人
な
ど
約
１
５
０
人
の
市

民
が
参
加
。
清
永
直
孝
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
開
会
し
、
渡
邉
訓
行
社
会
教
育
委

員
長
の
基
調
提
起
に
続
い
て
、
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
学
習
成
果
活
用
事
例
報
告
と
し
て
、
湯
布
院
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
梅
尾
矢
代
畏
さ
ん
が
、
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
自
身
の
再
発
見
す
る
場
で
あ
り
、
必
要
と
す

る
時
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
気
持
ち
が
大
切
」
と
参
加
者
ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
基
調
講
演
で
は
、
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
研
修
指
導
員
の
薄
井
良
文
さ
ん

が
「
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う―

遊
び
の
す
ゝ
め―

」
と
題
し
て
講
演
。
現
在
、
阿
蘇
広

域
消
防
本
部
に
勤
務
す
る
傍
ら
で
、
趣
味
の
バ
ン
ド
を
結
成
し
た
り
、
登

山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
り
、
さ
ら
に
は
少
年
の
船
リ
ー
ダ
ー
や

母
校
の
校
友
会
長
な
ど
を
務
め
る
な
ど
、
広
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
も
、
忍
術
を
披
露
し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
参
加
者
ら
と
合

唱
し
た
り
、
み
ん
な
で
ク
イ
ズ
を
す
る
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
満
載
の
講

演
会
で
し
た
。
「
人
生
に

は
あ
そ
び
が
必
要
。
だ
か

ら
真
剣
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。
」
と
話
す
薄
井
さ
ん

の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
市
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
の
佐
藤

久
子
さ
ん
が
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
提
起
し
て
採
択
さ

れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
3
者
の
さ
ら
な
る
連
携

と
協
働
を
す
す
め
、
「
学

び
の
輪
」
と
「
知
の
循
環

型
」
社
会
を
み
ん
な
で
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

終始、会場と一体となり、
　笑いを誘った薄井さん▶

「
学
び
の
輪
」と
「
知
の
循
環
」を
す
す
め
よ
う
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
地
域
・
指
導
活
動
な
ど
を
行
う
5
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
た
保
険
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
が
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

【
受
付
期
間
】　

平
成
23
年
3
月
1
日
㈫
〜
平
成
24
年
3
月
30
日
㈮

【
保
険
期
間
】　

平
成
23
年
4
月
1
日
㈮
〜
平
成
24
年
3
月
31
日
㈯

※
加
入
依
頼
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
湯
布
院
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
、

お
よ
び
各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
（
内
線
５
５
３
・
５
５
４
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

由
布
市
奨
学
会
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

■■
対
象
者　
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
一
年
以
上
由
布
市

に
在
住
し
て
い
る
人
の
お
子
さ
ん
で
、
高
校
、
高
専
、
大
学
、

短
大
ま
た
は
専
門
学
校
に
在
学
し
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人

■■
貸
与
金
額（
月
額
）

　
高
校（
高
専
）奨
学
生
…
…
…
…
1
万
2
千
円

　
大
学（
短
大
、
専
門
）奨
学
生
…
2
万
円

※
6
月
と
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
6
ヵ
月
分
を
振
り
込
み
ま
す

■■
募
集
期
間　
4
月
11
日
㈪
〜
5
月
13
日
㈮

■■
願
書（
申
請
書
）配
布
場
所

　
教
育
総
務
課（
湯
布
院
庁
舎
）

　
市
民
課
窓
口（
庄
内
庁
舎
）

　
地
域
振
興
課
窓
口（
挾
間
庁
舎
）

■■
問
い
合
わ
せ　
由
布
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
２
３
５
）

平成23年度 小中学校就学援助のお知らせ
　由布市では、お子さまを小中学校へ就学させ
るのに経済的理由でお困りのご家庭に対して、
学用品費、給食費等の一部を援助しています。
　詳しくは、各学校から配布される「就学援助
についてのお知らせ」でご確認ください。
〔問い合わせ〕　由布市教育委員会 学校教育課
　　　　　　　☎0977-84-3111（内線 243）

高校生のスクールバス・
シャトルバスの利用について
　市内の高校生
が通学のために
学校もしくは最
寄り駅までスク
ールバスやシャ
トルバスをいつ
も利用する場合、
通学乗車証（定期券みたいなもの）により月
額往復4,000円（片道2,000円）の利用料で
乗車することができます。
　申し込みや問い合わせは、中高一貫教育
推進課までお尋ねください。
　また、「由布高校スクールバス塚原コー
ス」および「由布高校スクールバス湯平コ
ース」は、由布高校の生徒に限らずどなた
でも乗車できますので、お気軽にご利用く
ださい。

通学乗車証様式

●問い合わせ●
由布市教育委員会 中高一貫教育推進課
☎0977-84-3111（内線227）

市政だより市政だより

　HOYOのジュニアユース
(中学生)チームが大活躍し
ています！大分県代表にな
り、初めて出場する九州大
会で、見事１位で１次リー
グを突破しました。決勝ラ

ウンドは２月26日～27日にかけて行われ、全員サッ
カーで健闘しました。今後は、ジュニアユースにも皆さ
んからの温かいご声援をお願いします。

▶モバイルサイト
　http://hoyo-oita.com/i/
　また、チームのホームページもぜひご覧く
ださい。http://hoyo-oita.com/

できます。

頑張れ！
H　YO
AC ELAN 大分

検  索HOYO

HOYOジュニアチーム快進撃！

～ お 知 ら せ ～
挾間の「写真のヒラオカ」が映像放送スポンサーに決定しまし
た。挾間をお通りの際には、ぜひ大型ビジョンにご注目くださ
い！　☆写真のヒラオカホームページ http://www.d-print.net/
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教えて! 甲斐指導員
春野菜に向けて畑の準備をしましょう。

　

春
夏
野
菜
を
植
え
る
前
に
、
土
づ
く
り
を
し
ま
す
。
堆

肥
な
ど
の
土
壌
改
良
材
を
畑
に
入
れ
、
耕
す
の
は
1
ヵ
月

前
が
基
本
で
す
。
ワ
ラ
や
落
ち
葉
な
ど
の
未
熟
な
堆
肥
を

入
れ
る
場
合
は
分
解
を
進
め
る
た
め
窒
素
肥
料
を
一
緒
に

投
入
し
、
よ
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。 

ジ
ャ
ガ
イ
モ

　

植
え
付
け
後
、
マ
ル
チ
を
す
る
と
生
育
が
早
ま
り
雑
草
も

予
防
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
芽
が
生
育
し
て
く
る
と
暖
か
い

日
を
選
ん
で
カ
マ
な
ど
で
マ
ル
チ
を
破
り
芽
を
出
し
ま
す
。
芽
は
草
た
け

が
10
㎝
程
度
に
伸
び
た
こ
ろ
、
1
〜
2
芽
を
残
し
弱
い
芽
を
掻
き
取
り
ま

す
。
男
爵
、
メ
ー
ク
イ
ン
も
良
い
で
す
が
、
お
す
す
め
は
「
キ
タ
ア
カ

リ
」(

粉
質
、
煮
上
が
り
早
く
、
レ
ン
ジ
調
理
に
も)

、
「
イ
ン
カ
の
め
ざ

め
」(

濃
厚
で
独
特
な
風
味
、
煮
物
、
チ
ッ
プ
、
フ
ラ
イ
、
レ
ン
ジ
調
理

に
も)

、
「
ア
ン
デ
ス
赤
」(
粉
質
、
良
食
味
で
サ
ラ
ダ
に
向
く
、
カ
ロ
テ

ン
含
量
多)

な
ど
。

春
菊

　

種
子
は
日
光
に
当
た
る
と
発
芽
し
に
く
く
な
る
の
で
、
蒔

い
た
種
子
が
か
く
れ
る
様
に
覆
土
を
し
ま
す
。
覆
土
は
薄
く

丁
寧
に
し
ま
す
。
種
ま
き
後
は
、
乾
燥
と
雨
の
害
を
避
け
る
た
め
、
寒
冷

紗
な
ど
で
う
ね
を
覆
い
、
発
芽
す
る
と
直
ち
に
取
り
除
き
ま
す
。
追
肥
は

本
葉
が
、
2
〜
4
葉
の
こ
ろ
に
菜
種
油
粕
な
ど
を
施
し
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ

　

曇
雨
天
の
日
が
続
く
と
白
色
疫
病
、
べ
と
病
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
う
ね
の
排
水
を
よ
く
し
、
被
害
株
は
必
ず

ほ
場
の
外
に
持
ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

　

開
花
開
始
時
期
か
ら
20
日
お
き
ぐ
ら
い
に
、
窒
素
成
分
で

1
坪
に
10
ｇ
程
度
追
肥
し
ま
す
。
生
長
点
か
ら
3
〜
4
節
で

開
花
し
て
い
れ
ば
正
常
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
上
で
開
花
し
て
い
る
場
合
は

草
勢
が
弱
っ
て
い
る
の
で
、
追
肥
、
か
ん
水
等
を
行
い
ま
す
。
3
〜
4
節

よ
り
下
で
開
花
し
て
い
る
場
合
は
草
勢
が
強
い
の
で
、
追
肥
等
は
控
え
ま

す
。
湿
害
に
も
乾
燥
に
も
弱
い
の
で
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

ちびっこ広場 (9:30～11:30 挾間健康センター)
　　３月11日・14日・18日
　　４月 1日・ 8日・15日・22日

３月17日㈭ ３歳児健診
(13:00～ ゆふいん子育て支援センター)

４月 7日㈭ ポリオ予防接種
(13:30～ コミュニティセンター)

４月21日㈭ ポリオ予防接種
(13:30～ コミュニティセンター)

健健 康 カカ レ ンン ダ ーー

挾 間

庄 内

湯布院

３月23日㈬ 4～5ヵ月児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

４月 6日㈬ ポリオ予防接種
(14:00～ 挾間健康センター)

４月14日㈭ 3歳児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

４月20日㈬ 10～11ヵ月児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

４月27日㈬ ポリオ予防接種
(14:00～ 挾間健康センター)

４月15日㈮ ポリオ予防接種
(13:30～ 庄内保健センター)

休日在宅当番医
●内科・外科医
3/13 おざきホームケアクリニック(庄内)

☎097-582-0013
3/20 秋吉医院(湯布院)

☎0977-86-2241
3/21 森本整形外科クリニック(挾間)

☎097-586-3700
3/27 佐藤医院(庄内)

☎097-582-3131
4/ 3 南由布クリニック(湯布院)

☎0977-85-5245
4/10 さとう消化器・大腸肛門クリニック(挾間)

☎097-583-8050
4/17 足立クリニック(湯布院)

☎0977-28-2226
4/24 ひろたクリニック(挾間)

☎097-583-5777
●歯科医
3/13 ヒロ歯科クリニック(庄内)

☎097-582-2222
4/10 田代歯科医院(湯布院)

☎0977-85-3322

市政だより市政だより
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おしえて !
国民年金

　平成23年4月から、「出張年金相談所」に
おきまして「予約制」を実施することとなり
ましたので、ご案内します。
　なお、「予約」のお申し込みをされるお客
さまにつきましては、大分年金事務所までお
問い合わせください。
※ご予約は、相談日の1ヵ月前から受け付け
ます。

「出張年金相談所」の
予約の実施について

●問い合わせ
　大分年金事務所（お客様相談室）

　☎097-552-1211

市政だより市政だより

春
期
環
境
緑
化
用
樹
木
配
布
の
お
知
ら
せ

春
期
環
境
緑
化
用
樹
木
配
布
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
環
境
緑
化
運
動
を
推
進
す
る
中
で
、
3
月
を

「
緑
化
推
進
強
化
月
間
」
と
定
め
、
市
民
の
緑
化
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
緑
化
用
苗
木
の
配
布
を
し

て
い
ま
す
。

　

由
布
市
で
も
左
記
の
と
お
り
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
苗
木
配
布
日　

3
月
23
日
㈬ 

午
前
9
時
30
分
よ
り

◆
配
布
場
所　

挾
間
庁
舎
・
庄
内
庁
舎
・
湯
布
院
庁
舎 

※
各
庁
舎
で
配
布
し
ま
す
。

※
配
布
樹
種
と
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
担
当
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
） 

☎
０
９
７
７-

８
４-

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課 

☎
０
９
７-

５
８
２-

１
１
１
１
（
内
線
１
１
3
）

挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課 

☎
０
９
７-

５
８
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
4
）

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

今月の税／料
● 国民健康保険税（普通）   10 期分
● 介護保険料（普通）   10 期分
● 入湯税   ３月期分（２月分）

納期限　平成23年３月31日㈭

大分エコライフプラザ情報
● 再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を

無料でお譲りします～
申込期限●４月３日㈰ 正午まで
　大分エコライフプラザで３月25日㈮ごろ
から受付をしています。当選時の持ち帰りは
各自で行ってください。
抽選日時●４月３日㈰ 12：30～
※フリーマーケットも同時開催。出店希望の
申込締切は３月18日㈮です。

問い合わせ●大分エコライフプラザ
　　　　　☎097-588-1410

育
て
よ
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド

　

１
月
17
日
、
認
定
農
業
者
や
女
性
農
業
経
営
士

な
ど
を
対
象
と
し
た
「
由
布
市
農
業
経
営
活
性
化

研
修
会
」
が
県
中
西
部
農
業
共
済
組
合
大
分
支
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
有
限
会
社
ニ
ュ
ー
ク

ロ
ッ
プ
代
表
取
締
役
で
、
県
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
藤
野
軍
次
氏
を
迎
え
、
「
消
費
者

の
心
を
つ
か
め
！
由
布
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
戦

略
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
今
後
、
農
業
所

得
向
上
に
は
、
生
産
技
術
の
高
度
化
や
低
コ
ス
ト

化
に
加
え
て
、
高
付
加
価
値
と
戦
略
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
流
通
を

活
性
化
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
●
農
政
課（
挾
間
庁
舎
）
☎
０
９
７-

５
８
３-
１
１
１
１（
内
線
１
３
２
４
）
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市政だより市政だより

　遂に念願の大分ふるさとCM大賞を受賞しました！担当
になり、４回目にして初めてCMに出演。七人の侍の一人
として、大谷監督の厳しい!? 指導のもと熱演した甲斐が
ありました♪今回のCMを含め、過去の由布市のCMに出
演していただいた方をはじめ、多くの関係者の皆さんに、
この場を借りて感謝申し上げます。もし次回、「出演し
てみたい！」「監督をしたい！」という方がいましたら、
ぜひ総務課秘書広報係までご連絡ください。（ふ）

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

土
曜
日
に
な
る
と
な
ん
と
な
く
朝
か
ら

そ
わ
そ
わ
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
5
歳
と
2

歳
の
孫
が
や
っ
て
来
る
か
ら
で
す
。
2
歳
の
男
の
子
は
姉
と
違
っ
て
食
べ
っ
ぷ
り

が
豪
快
で
す
。
お
で
ん
を
食
べ
る
時
に
は
、
左
手
で
ゆ
で
卵
を
口
に
ほ
お
張
り
な

が
ら
、
一
方
の
右
手
は
ち
く
わ
を
持
っ
て
、
ま
る
で
何
日
間
も
食
べ
て
い
な
い
か

の
よ
う
に
口
の
中
に
入
れ
ま
す
。
ご
飯
を
食
べ
る
時
に
も
、
箸
で
ご
飯
を
食
べ
な

が
ら
片
手
は
も
う
お
か
ず
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

わ
い
わ
い
と
楽
し
い
夕
食
が
済
む
と
、
ひ
と
し
き
り
遊
ん
で
帰
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
姉
が
ど
う
し
て
も
「
お
泊
ま
り
す
る
」
と
言
っ
て
言
う
こ
と

を
聞
き
ま
せ
ん
。
つ
い
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
孫
が
泊
ま
っ
て
く
れ
る
、

「
泊
ま
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に

は
か
な
り
の
覚
悟
が
い
り
ま
す
。
夜
中
に
帰
り
た
い
と
泣
き
出
し
た
ら
必
死
で
な

だ
め
る
か
、
親
に
来
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ま
ず
お
風
呂
に
入
れ
て
、
そ
れ
か
ら
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
パ
ズ
ル
を
し
た

り
、
絵
を
か
い
た
り
、
は
て
は
新
聞
紙
を
ま
る
め
た
刀
で
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
と
、
眠

く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
ま
で
遊
ば
せ
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に
疲
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、
二
人
と
も
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
。
2
歳
の
孫
の
初
め
て
の
お
泊
ま
り
、
見
事
に

成
功
で
す
！

　

挾
間
町
の
Ｓ
さ
ん
が
「
孫
は
愛
ら
し
く
て
た
ま
ら
ん
。
デ
モ
、
や
っ
ぱ
り
、
来

て
う
れ
し
、
か
え
っ
て
う
れ
し
じ
ゃ
」
と
い
つ
も
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に

そ
の
と
お
り
で
す
。
山
上
憶
良(

万
葉
歌
人)

で
は
な
い
け
れ
ど
…
ま
さ
れ
る
た

か
ら
〝
孫
〞
に
し
か
め
や
も
…
で
す
ネ
。

　

昨
年
、
た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
蕾
を
膨
ら
ま
せ
、
そ
の
隣

の
豊
後
梅
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
赤
い
蕾
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
万
物
躍

動
の
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
、
心
の
蕾
を
大
き
く
し
て
、
元
気
よ
く
毎
日
を
送
り
ま

し
ょ
う
。 市

長
です
No.

62

こんにち
は

文
・
首
藤 

奉
文

▲基調講演の薄井先生のパワーには
圧倒されました。本当に楽しい大
会になりました。来年も多くの方
の参加をお待ちしています。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

由布市役所総務部総務課
〒879-5498
由布市庄内町柿原302番地 
TEL.097-582-1111
FAX.097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/

印刷：株式会社インタープリンツ

人 の 動 き

３月1日現在 （　 ）は前月比

発 行 元

『ふるさとアルバム』市報ゆふ
　市報ゆふは前半と後半の２部構成。前半の「あらか
しの森林通信」は市からのお知らせが中心で、
後半の「YUFUcity情報広場」は市内のイ
ベントや話題などを中心に掲載していま
す。これからも皆さんに愛される“身近な
情報誌”を目指します。 ふ

商工会からお知らせ

小規模企業共済制度のご加入を!

挾間町商工会　 ☎097-583-0235
庄内町商工会　 ☎097-582-0094
湯布院町商工会 ☎0977-84-2445

問い合わせ

　小規模企業共済は、事業をやめられた時や会
社役員を退任した時などに、生活の安定や事業
の再建を図るための資金を準備しておく制度で、
いわば経営者の退職金といえる国の制度です。
●制度の特色
①掛金は全額所得控除となります。
②共済金は、「一括受取」「分割受取」「一括・分割の
併用受取」のいずれかを選択。
③共済金は、「退職所得扱い」または「公的年金等の
雑所得扱い」になります。
④一定の資格を有する方は、納付した範囲内で貸付
を受けられます。
●加入できる方
　常時使用する従業員20人(商業・サービス業は5人
以下)以下の個人事業主または会社の役員。※個人事
業主については、平成23年1月から共同経営者とし
て2人まで加入できることとなりました。
●毎月の掛金
　月額1,000円から70,000円まで500円刻みで加入
できます。途中での増額、減額も可能です。

総人口   36,421人

男   17,390人

女   19,031人

世帯数   15,142戸

（－64）

（－7）

（－57）

（－31）

◀㉑2011.３ あらかしの森 林通信も
り



第12回ゆふいん健康温泉サミット第12回ゆふいん健康温泉サミット
　今年度の体験発表
テーマは「私は、健
康温泉館を利用して
こんなに元気になり
ました」です。
　どなたでも参加で
きます。また、体験
入浴(無料)もできま
すので、ぜひ皆さん
ご参加ください。

日時　３月20日㈰ 午前10時～午後３時30分
場所 「健康温泉館」クアージュゆふいん
内容　体験発表、基調講演、水中実技指導など
※基調講演には、岩男病院温泉療養法専門医およ
び大分県地域成人病検診センター次長の松元義
人さんをお迎えします。
※水中実技指導(アクア・アラカルト)は、パル
フィットシステムの古賀眞澄さんを講師に迎え
て実技指導を受けます。
申込先・問い合わせ　健康温泉館
☎0977－84－4881

みんなのひろばみんなのひろば●

口ノ原桜まつり口ノ原桜まつり
日時　３月27日㈰
場所　庄内町南大津留 口ノ原ふれあい広場
◎アトラクション
　午後１時～ 庄内子供神楽座
◎味コーナーでは、鶏めしや手打ちそば、ポンポ
ン菓子が出店
します。その
他、桜の写真
コンテストな
どもあります
ので、ぜひお
越しください。

催し・イベント

▲昨年のサミット様子

▲楽しい催しも盛りだくさん！

期間中は桜をライトアップしています!期間中は桜をライトアップしています!
★３月26日㈯～４月３日㈰
★午後７時～午後９時
　ぜひ夜桜見物にお越しください。絶景がお
待ちしています！
問い合わせ　管理人(本田)
☎097－582－1545

３月28日㈪～４月３日㈰、かぐらちゃやと
しろやまが出店します！

▲オリジナルのフォトフレーム。
　市内の美しい風景写真を使用したポ
ストカードが８枚入っています。

Readers Voice　このコーナーは読者の皆さんからのおた
よりを紹介しています。本誌を読んだ感想
や今後取り上げてほしい記事、由布市への思い、あなたの身近
なことなどを郵便ハガキに書いてお送りください。おたよりを
いただいた方には、ポストカード付き「フォトフレーム」をプ
レゼントします。

●問い合わせ
　総務課秘書広報係　☎097-582-1111（内線208）

V o i c
e

s

Y
uf

u  
Citizens'

もっと身
近な

広報誌
へ

読者の声

貼付場所

★ハガキの裏面に「読者の
声」をご記入の上、点線
に沿って用紙を切り取り、
図の通りはがれないよう
に全面にのりづけ(テー
プは不可)して、ご投函
ください。

2011.３⑮▶City情報広場

８７９ ５４９８

由布市役所
総務課秘書広報係　行

（No.66/2011.３）
◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所　〒

フリガナ

※記入がない場合、実名で掲載させていただきます。

年齢／　　　　　歳　　　　性別／　　  男 ・ 女

E-mail

電話（　　　　　　）　　　  －
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City情報広場

まちのスポットライト
ハッピーバースデー／由布高News
まちかどズームアップ
由布市文化財探訪
公民館からの学習情報
DEAR 図書館だより
みんなのひろば／読者の声
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撮影協力：湯布院創作人形館いま（湯布院町塚原）

幸せ願う
　ひな人形



このコーナーは
「元気な人とまち」を応援するために

シリーズで掲載しています。

vol.52
　第８回大分ふるさとCM大賞で、由布市の作
品「由布の侍～YUFU IN SEVEN SAMURAI's
～」が、見事大賞に輝きました。今回は「由布維
新の会」として参加。由布市として、参加5回目
で初めて大賞を受賞しました。
　作品は、由布の郷に訪れた侍たちがまちづくり
に奮闘して、由布の郷を救う物語となっています。
CMは３月から県内で100本OAB大分朝日放送
で無料放送され、県外では、熊本・長崎・愛媛・
長野・石川・福島・青森・岩手の各県で合計50
本放送されます。また、毎年11月に開催される
国内最高峰のCMの祭典「ACC CMフェスティバ
ル」にも出品されることが決定しています。
　昨年に続いて監督を務めた大谷隆広さんは「と
てもうれしいです。このようなかたちで、由布市
のために貢献できて本当に良かったです。」と受
賞の喜びを話してくれました。
　本CMを通して、由布市の魅力を県内外の多く
の方へPRできることになりました。これからも、
私たち一人ひとりが積極的に参画して由布市の
「まちづくり」をすすめていきましょう。

由布市作品「由布の侍」

▲倉橋先生から着付けを習う
　矢野さんと秋吉さん

▲審査員から大好評だったCMポスター
　ポスターは市役所の各庁舎に掲示しています♪

▲大谷監督指導のもと全員が熱演！

▲首藤市長に報告した大谷監督
　市長も大喜びです！

THANKS TO～ CM関係者の皆さんをご紹介します！
●監督・編集・企画　大谷隆広さん　●演出・編集補助　福山勇司さん
●出演者 （七人の侍）渕野恵太さん、西原慎一郎さん、髙田淳平さん、
　佐藤宏信さん、秋吉直樹さん、矢野史人さん、福山勇司さん
 （農民と娘）江藤尚人さん、阿部八重さん、加藤由美さん、花田温子さん
●カメラ　菊池昇さん　●メイク　河野晃さん　●衣装　倉橋澄枝さん
●小道具　豚星なつみさん　●音楽　高本克也さん　●アシスタント　一尾和史さん

▲番組は２月26日㈯にOABで放送されました。
　由布市をはじめ各市町村のCMはOABホームページ（http://www.oab.co.jp/）でご覧になれます。

▶②2011.３ City情報広場



中高連携で表彰！ ～第2回大分県教育奨励賞受賞～

お知らせ

由布高
News

No.29由布高校の最新情報は、HP( ホームページ )で提供しています。
ぜひ、インターネットにアクセスしてください。

アドレス   h t tp : / /yu fu -h .o i ta -ed . j p / 検  索

由
布 高

3月11日㈮   全校ボランティア活動
3月14日㈪   文字力大テスト
3月24日㈭   終業式・教科書販売
3月30日㈬   離任式

　昨年度からスタートした、由布高校と由布市内の３
中学校（湯布院中学校・庄内中学校・挾間中学校）合同
の生徒会ボランティア清掃活動、４校PTAによる合同の登校指導、そして由布高校
PTA「親父の会」による、校内の清掃および門松作りや餅つきなどの学校支援活動に
対して、第２回大分県教育奨励賞が贈られました。表彰式は２月14日㈪、大分県庁
にて行われました。今まで協力していただいた皆さん、ありがとうございました。

「地方から見える世界～由布高生に期待するもの」～ロバート・ワトソンさん講演会～
　１月28日㈮、国際交流員を経て、現在大山町のまちづくりに携わっているアメリ
カ合衆国出身のロバート・ワトソンさんを招き、「地方から見える世界～由布高生に
期待するもの」と題した講演会を開きました。ワトソンさんは、人権・教育・子育て
についての造詣が深く、ジョークを交えたご自身の体験談に、生徒一同、感銘を受け
ながら聞き入っていました。
　講演でははじめに、清涼飲料水の広告の漫画について、国によって見る方向で宣伝
効果が異なることを例に挙げ、いろいろな見方や考え方をする必要性があることを話
されました。また、ワトソンさんの大山町での体験談から、地方から世界を意識した

「学び」の意義を考えさせられました。講演後は、職員をはじめ、生徒からさまざまな質問があり、大変有意義な
会となりました。

高校一次
入試日程

3月 8日㈫   学力検査
3月 9日㈬   面接
3月11日㈮   合格者発表
3月14日㈪   合格者連絡会
3月15日㈫   合格者学力診断テスト

1 歳のお誕生日
おめでとう。

その笑顔でこれからも
パパとママを癒してね。
優愛大好きだよ。

遠
えんどう

 優
ゆ う あ

愛ちゃん
平成22年3月26日生 挾間町向原

2 歳のお誕生日おめでとう !
いつも元気いっぱいの太我。
これからも妹と仲良く
たくさん遊んで
大きくなってね♡

古
こちょう

長 太
た い が

我くん
平成21年3月21日生 庄内町東大津留

お姉ちゃんやママのお世話を
してくれるしっかり者の理沙ちゃん。
これからもみんなでいっぱい

遊ぼうね。お誕生日おめでとう！

長
な が た

田 理
り さ

沙ちゃん
平成21年3月3日生 挾間町向原

お誕生日おめでとう☆
これからも元気に

すくすく大きくなってね !
友達たくさん作ろうね !

佐
さ と う

藤 心
み ゆ

結ちゃん
平成22年3月18日生 挾間町挾間

すでにおてんばモード
全開のひいちゃん。

おてんばも大歓迎だけど、
お兄ちゃんみたいに優しくて、

みんなに愛される
女の子になぁれ !

二
にのみや

宮 ひる樹
ぎ

ちゃん
平成22年3月12日生 挾間町下市

ハッピー バースデーバースデーハッピー
あ な た が 生 ま れ た 大 切 な 日

3月 ＊３月の誕生花＊
チューリップ・桜 など

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事前に総務課（☎097－582－1111 内線208）へ電話でお申
し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。

2011.３③▶City情報広場



まちかどまちかど プッアムズ～ズ～ムアップズ～ムアップ
由布高生がGoogleロゴコンテストにノミネート！快 挙

タスキをつないで交 流
１月１６日、第２２回挾間町少年少女スポーツ団交流駅伝大

会が、寒風吹く中、町外のスポーツ団の参加も含め、２５チームが参
加して行われました。１人がそれぞれ約１.３kmを走り、１０人でタス
キをつないでいきますが、見事すべてのチームがタスキをつなぐこと

ができました。また、２月１３日には、卒団式がはさま
未来館文化ホールで行われ、１１団から６９人の団員が
卒団しました。卒団員を代表して、吉野みらの（由布川
イエローバレーボールクラブ）さんが、お礼のことばを
述べ、卒団員たちは新たな希望を胸に旅だちました。

挾間中バレーボール部から県選抜メンバー健 闘
昨年１２月２５日から２８日にかけて、第２４回全国都

道府県選抜中学バレーボール大会が大阪府内で行われました。大
分県選抜チームに、挾間中学校バレーボール部から２人が選ばれ、
試合に出場。結果は、予選リーグを突破し、残念ながら決勝リー
グで和歌山県選抜チームと対戦し、惜しくも敗退しました。「進
学してもバレーを続けたい」と話す田辺亮くん（３年・挾間町東
院）とキャプテンとして来年も選抜メンバーを目指す河野太拓くん
（２年・挾間町谷）にこれからも期待したいと思います！

由布高校に在学中の小野由美子さん（２年・湯布院町川南）
が、昨年１１月にGoogleのロゴコンテスト「Doodle 4 Google」の高校
生部門（全１０作品）にノミネートされました。これはGoogleが世界各
地で開催するコンテストで、日本では２回目。「地球の仲間たち」を
テーマに、小野さんの作品では白くまの親子を描いています。残念な
がらグランプリには選ばれませんでしたが、小さい時から美術が好き
だったという小野さん。「家族が喜んでとてもうれしかったです。」
と感想を話してくれました。

授
賞
式
に
は
、
作
品
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ト
レ
ー

ナ
ー
を
着
て
出
席
し
た
そ
う
で
す
。

◀

▲180cmを超える高身長の２人
　田辺くん（写真左）と河野くん（写真右）

一人ひとりに木村幸範団長から　
卒団証書が手渡されました▶

人や地域のつながりをもつこと
第６０回“社会を明るくする運動”作文コンテスト中学生の部で、

挾間中学校の上田彩名さん（３年・挾間町赤野）が大分県推進委員会委員長
賞を受賞しました。作文では、「人や地域とのつながりをもつことで、増
加する自殺防止につながる」という強い思いが綴られています。上田さん
は、「まさか受賞するとは思わずびっくりしましたが、とてもうれしかっ
たです。」と話します。日ごろから、みんな平等に接することを心がけて
いるそうです。受賞おめでとうございました。

受 賞

盆踊りをはじめ、地域の行事にも積極的に参加している上田さん▶
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由布市の頂点を目指して熱 戦

僕たちが橋の名前を書きました！設 置
１月２４日、基幹農道長宝２期（全長１,０９０

メートル）地区にある東間田橋・綾織橋の橋名板定置
式が行われ、来賓や工事関係者らが出席しました。地
元の阿南小学校の児童１０人が、自筆した橋名板を自分
たちでそれぞれ設置しました。同校の和田友成校長は、
「今日は、命を吹き込む貴重な機会。思い出とともに、
長く愛してください。」とあいさつしました。本農道
は、国道２１０号の渋滞緩和にも期待されています。

大分西高の久多良木さんと高橋さんが全国大会出場県代表
１月２２日から２３日にかけて、全国高等学校柔道選手権

大会大分県予選が県立総合体育館で開催され、大分西高等学校に在
学中の市内出身者が大健闘しました。久多良木優美さん（１年・挾
間町赤野）は、女子個人無差別級に出場し、得意の払い腰で見事優
勝。また、高橋百合子さん（１年・挾間町赤野）も女子団体戦のメ
ンバーとして出場し、決勝戦でも優勢勝ちするなど、団体優勝に一
役買いました。「全国大会でも活躍したい。」と話す２人の目標は
上位に入ること。３月の全国大会でもぜひ頑張ってくださいね。

１月１６日、由布市柔道選手権大会が挾間中学校の武道場で開催
されました。今年は市内外から１５３人がエントリーして、各試合とも白熱
した試合を展開していました。本大会は、青少年の健全育成と競技者の強
化育成を図ることを目的に行われており、今回で６回目を迎えます。優勝者は
次のとおり（敬称略）
男子 小学1・2年生 野口大(自勝館)、小学3・4年生 林将太郎(自勝館)、小学5・6年生 高橋泰之郎(挾
間町少年柔道クラブ)、中学生 小野翔平(挾間中学校)、一般 梶原康廣(自勝館)
女子 小学1・2年生 大野瑠音(大分南地区少年柔道クラブ)、小学3・4年生 渡瀬絃(大分南地区少年柔
道クラブ)、小学校5・6年生 阿南利沙(ゆふいん柔道教室)、中学生 梶原真夏(挾間中学校)

関係者から
指示を仰ぎ橋名板を
設置する子どもたち▶

ペタンクを通して世代間交流和 み
２月９日、第１４回ゆふいんソフトペタンク交流大会が、

湯布院Ｂ&Ｇ海洋センター体育館で開催されました。大会は、総
合型地域スポーツクラブ推進事業の一環として行われ、当日は寒
さが続く中でしたが、子どもからおじいちゃん、おばあちゃんま
で幅広い年代の方々が参加し、総勢２４チーム、約１００人が元気
にペタンクを楽しみました。大会結果は次のとおり（敬称略）
優勝…湯の坪チャレンジャーA(吉村輝生さん・日野宣彦さん・平野賢治さん・立川末廣さん)
準優勝…チームイチロー(渋谷市郎さん・真理さん・哲平くん)
3位…チームこうき(立川一弘さん・由美さん・弘樹くん)
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　１月２８日、１００歳を迎えた小野義武さん（庄内町柿原）のお祝
いをするため、首藤市長が小野さんの入所する慶寿苑を訪れまし
た。１００歳を迎えた小野さんは、「今日はとても感激しています。
どうもありがとうございます。」と
はっきりと感想を述べていました。日
中は同じ慶寿苑に入所する奥さまと過
ごすことが多く、毎朝新聞を読むそう
です。また、食事も好き嫌いなく食べ
るとのこと。ご夫婦で末永く元気に長
生きしてください。

３人の方が100歳を迎えました ～おめでとうございます～長 寿

もしもの時に備えて講 習
２月１９日、市社会福祉協議会庄内事務所で普通救命講

習会が開催されました。当日は、同事務所スタッフから主婦まで
２０人が参加。ＡＥＤ（自動体外式除細動器）をはじめ、心肺蘇生
法や簡単な止血法などを、消防職員の指導のもと学んでいました。
「一家に一人の救急隊員を」を合言葉に、今後も市消防本部では
普通救命講習会を行っていく予定です。もしもの時のために、ぜ
ひ皆さんも受講してみませんか。

◀参加者からも好評でした。

　寶
ほうだつ

達六郎さん（挾間町古野）が１月２９日に１００歳を迎え、お祝
いのため、前日の２８日に首藤市長が自宅を訪れました。病院に一
人で行くほどお元気な寶達さんは、新聞やテレビもよく見るそう
で、毎晩お酒を嗜むとか。また、英語が得意な寶達さんは、外国
にいる子どもたちに英語で手紙を書いたり、今もなお英会話の勉
強を続けているそうです。座右の銘は「Nature life（自然体でいこ
う）」。これからもどうぞお元気でいてください。

　２月３日に１００歳を迎えた笹本テル子さん（庄内町西長宝）。現
在、情和園に入所する笹本さんのもとへ首藤市長が訪れ、花のア
レンジメントと記念品を手渡し、祝福しました。お肉がとても好
きだそうで、特にステーキが好物だとか。取材当日も、お餅を２
つ食べるなどよく食べる笹本さん。「自分の好きなようにして、
気を遣わないこと」が長生きの秘訣と話してくれました。１００歳
おめでとうござます。

▲旧日本軍で通訳をしていた寶達さん。

▲西庄内保育園児による歌や神楽のプレゼントも♪

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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新しい共助社会を目指して協 働

一分一秒でも早く！県内一周駅伝大会応 援
２月２１日から２５日までの５日間、春季県体・第５３回

県内一周大分合同駅伝競走大会が全３７区間３８５.６キロで行われ
ました。今年も、県内から１７郡市１６チームが出場。大会３日目
の２３日には、午前１１時５分に庄内庁舎前
をスタートし、沿道に集まった多くの市民
から声援が送られました。大会総合成績は
９位でした。選手をはじめ、各中継所で食
事等の接待をしていただいた方など、関係
者の皆さん大変お疲れさまでした。 ▲颯爽と駆け抜ける選手たち

▲スタート前に太鼓演奏を披露した
　ひばり保育園児たち

◀
事
例
発
表
す
る
橋
本
さ
ん
◀
自
慢
ば
な
し
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
◀
食
事
を
囲
ん
で
交
流
し
ま
し
た
。◀
盛
会
だ
っ
た
交
流
会

１月３０日、由布市協働のまちづくり市民交流会「あんたが大将～
輝け団塊世代～」がはさま未来館で行われました。当日は、市内のNPO法人
や各地域で活動する市民活動団体、個人参加者など約１４０人が参加しました。
事例発表では、Ｉターンで東京から由布市に移住し、川西校区まちづくり会
議竹資源活用推進部会長の橋本健志郎さんが、竹堆肥づくりといった市内に
豊富にある竹を使った取り組みについて発表しました。「Key Note Jazz Trio
（キー・ノート・ジャズ・トリオ）」によるジャズ演奏会に続いては、NPOは
さま未来クラブの皆さんによる、地元の食材を使用した手作りの料理が参加
者に振る舞われました。また、食事を囲みながら参加者による地域の自慢ば
なしが行われ、最後には、お楽しみ抽選会が行われるなど、終始和やかな雰
囲気の中で交流会が
進みました。団塊世
代が輝いてこそ地域
が輝きます。共助社
会を目指して、みん
なで頑張りましょう。

２５,２００匹のエノハを放流継 続
２月２５日、市内の大分川流域で一斉にエノハの放流が行

われました。これは大分川漁業協同組合の石城川・阿南・南庄内・阿
蘇野・湯布院の各支部が実施したもので、豊かな大分川の恵みを守る
ため、毎年放流を続けています。取材時には、湯布院支
部のメンバーらが、湯平の花合野川にエノハの稚魚を放
流していました。今年はこれから鯉やカニ、ウナギな
どの稚魚を放流する予定だそうです。川の恵みに感謝
して、稚魚が大きくなることを待ち望んでいます。
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　ＪＲ久大線向之原駅を下りてまっすぐ北に進むと、
挾間小学校手前の道路右側に小庵があります。これ
が向原寺跡に建てられた庵で、そこには「光源地蔵
庵」という扁額がかかっています。向原寺は、中世
狭間氏の菩提寺、龍祥寺の末寺として創建されまし
たが、明治３２（１８９９）年に佐伯市蒲江浦下入津に
移転し、向原禅寺となっています。中世狭間氏が挾
間を治めていた頃は、光源庵付近が政所と呼ばれ、
政治の中心となった所でした。そこにこの向原寺が
建てられました。本尊は地蔵菩薩で、縦四間（７.２
m）横四間のお堂が建てられ、境内も１２１坪あり、
一間三尺四方の地蔵堂があったと記されています。

　現在、光源庵の中
には、木造の地蔵菩
薩が安置されていま
す。総高58cm、像の
高さ35cm、蓮台の高
さ13cm、さらにその
下の木製岩座の高さ
10cmの像です。地蔵
は円光の光背をいた
だき、全身が金箔で
輝き左手に宝珠を持
ち、右手は錫

しゃくじょう

杖を持
っていたといわれて

います。この地蔵像の隣には、舟形光背をいただい
た、これも金箔ばりの木造観音菩薩が安置されてい
ます。大きさは、総高４５cm、像の高さ２３cm、光
背の高さ３１cmの観音です。

【光源地蔵庵周囲の諸仏】
　光源庵の周囲、特に道路沿いにはいくつかの石
造・仏像があります。光源庵との関連については、
定かではありませんが、ご紹介します。

①狭間鎮秀供養石塔①狭間鎮秀供養石塔
　台座を合わせた総高１mの狭間鎮秀の供養塔があ
りますが、長い年月のためか途中で割れており、彫
り込まれた文字も読めなくなっています。建立は、
鎮秀の父親の鑑秀の墓と造りと似ているところから、
天正年間（１５８０年代）の作と思われます。

②童女供養塔②童女供養塔
　礎石を含めて総高
が５１cm、像の高さ
が２５cmの小さな碑
で、上部が欠けてい
ますが「□泡 童女」
とあり、また「寛政十
戌午天」「八月二十二
日」とあります。童
女の供養塔で寛政１０
（１７９８）年建立され
たものです。

③如意輪観音像③如意輪観音像
　側面に彫られた碑文より安政４（１８５７）年に建て
られたと思われますが、如意輪観音は六観音の一つ
で、宝珠を持って衆生に財宝を与え、衆生の迷いを
破るとされています。

④弥勒菩薩像④弥勒菩薩像
　弥勒菩薩は総高１５１cm、光背を入れて４２cmの
像で、基壇には西国十四番と刻まれています。これ
は大津市園城寺（三井寺）のことで、天台宗の修験の
寺の本尊を勧請したものと思われます。

⑤馬頭観音石像⑤馬頭観音石像
　地蔵庵の入口に、総高９２cm、像の高さ６５cm
の馬頭観音石像が、蓮華座の上に安置されています。
馬頭観音も六観音の一つで、人の迷いや煩悩を断ち
諸悪を破壊すると言われ、牛馬の病気息災や安全を
祈る対象として建立されたと言われています。
　なお、庵の周囲には、十一面観音像、六地蔵石幢、
地蔵菩薩等の諸仏も点在しています。

由布市文化財探訪 その.60

今回は挾間地域の
「向原寺跡（光源地蔵庵）」について紹介します

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097-583-3941
由布市教育委員会 生涯学習課文化振興係
☎ 0977-84-3111（内線225）

問い合わせ

●次回紹介は…
　庄内地域の「下園の五輪塔群他」を紹介
します。お楽しみに！

▲木造地蔵菩薩像

▲（左）童女供養塔   （右）鎮秀供養塔
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　３月20日㈰に湯布院公民館にてY.Y.チャレンジ2011を開催します。
　これは、子どもたちが公民館に集まり、いろいろな体験をしたり、ステージで発表したりする子
どもたちの交流まつりです。
　この「Y.チャレ」は、湯布院公民館を拠点に活動している高校生グループ「リーダースクール」
を中心に、中学生の「ちょぼらクラブ」など子どもたちが2004年から企画・運営を行っているもの
です。今年も、子どもたちが楽しめる体験等を企画しています。今年は大分のヒーロー「パワーシ

ティーオーイタ」も駆け付けてくれて、Yチャレを応援してくれます。
　家族で、友だちで、会場に足を運んでみませんか？？たくさんのご来館をお待ちしています！
■スケジュール

※当日は食バザーやフリーマーケットも行われます。
●問い合わせ　湯布院公民館 ☎0977-84-2604

ひ
ろげよう学びの輪

　学び（生涯学習）の拠点である公民館の情
報を、毎月このコーナーで紹介しています。
　あなたに役立つ学びの情報が、きっとあ
ると思います。

問い合わせ
挾間公民館(はさま未来館) ☎097-583-1118
庄内公民館　 ☎097-582-0214
湯布院公民館 ☎0977-84-2604

公民館からの学習情報

vol.23

湯布院公民館からお知らせ

Y.Y. チャレンジ 2011 開催します！Y.Y. チャレンジ 2011 開催します！

　春は名のみの風の寒さよ～の歌のようにまだ寒さが残るこの頃ですが、木々や草花は少
しずつ芽を出し春の息吹が感じられるようになりました。皆さんもクリーン作戦に参加し
て、由布の里の春を感じてみませんか。たくさんの方の参加をお待ちしています。
■日時　３月26日㈯ ９時30分から
■集合　湯布院公民館ロビー
■内容　 9時30分～ 受付
　　　　10時～11時 講演 里山の話
　　　　11時～  町内を4コースに分かれてごみ拾いをする
　　　　12時  湯布院公民館に到着 ごみの分別作業
　　　　　　  昼食(カレー)
　　　　12時30分 解散

　公民館では、さまざまな体験活動や学習活動をサポートしてくださる方を常時募集しています。現在の子どもたちにはいろ
いろな体験が不足していると言われる中、親世代の体験不足も言われています。そんな子どもたちの体験活動の他、さまざま
な公民館の活動に、皆さんの経験を生かしてみませんか。「人に教えるほどではない」と言わず、「何もしていない時間が無
駄だなぁ。」、「何かやることがないかな。」と思ったら、ぜひ最寄りの公民館にご連絡ください。
■支援内容のご紹介

あなたの経験を生かしてみませんか？～サポーター募集～あなたの経験を生かしてみませんか？～サポーター募集～

 Y チャレマスコット

「春！私たちのまちクリーン大作戦」一緒に参加しませんか？「春！私たちのまちクリーン大作戦」一緒に参加しませんか？

●問い合わせ　湯布院町青少年ボランティアサポートセンター(湯布院公民館内) ☎0977-84-2604

専門知識や経験を生かした支援 郷土芸能・文化の伝承、戦争体験の語り部、楽器演奏、読み聞かせ、パソコン、生物・環境、
残したい知恵・技術 (竹細工等 )など

安全安心の環境づくり支援 野外活動時の見守り、公民館講座での託児支援
子ども教室実施時の安全見守りなど

施設維持整備の支援 植木の選定、花壇の整備、遊具等の軽微な修理など

　上記の支援は社会教育施設に限らず学校からの支援要請があった場合もお願いすることがあります。
※登録をしても、まったく要請がない場合もありますのでご了承ください。

9：30～ 開会式
10：00～ ☆学びの発表ステージ☆ ゆふいん子ども神楽社、湯平子ども神楽社、

パワーシティーオーイタショー、
ゆふっ子体験教室、子どもバレエ教室、バンドライブ

☆学びの体験ステージ☆ 自分の漫画を描いてみよう「漫画道場」
日ごろの不思議を発見「科学道場」、伝統文化にふれよう「茶道」

16：00～ 閉会式
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返却期日を守ってください！  マナーアップ運動実施中です

図書館だより

DEAR ディア

vol.66vol.66図書館だより 2011.3

由布市立図書館
庄 内 図 書 館
湯布院図書館

☎097-586-3150
☎097-582-0214
☎0977-84-2604

４月休館日 ４日㈪・１１日㈪・１８日㈪・
２５日㈪・２６日㈫・２９㈷

３月のカレンダー＜３館共通＞ 休館日 http://library.yufu-city.jp/　mail: h_tosho@city.yufu.oita.jp

由布市立図書館由布市立図書館 第３水曜

　３月16日㈬・４月20日㈬
庄内図書館庄内図書館 第３日曜

　３月20日㈰・４月17日㈰
湯布院図書館湯布院図書館 第３木曜

　３月17日㈭・４月21日㈭

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

おはなし会

由布市立図書館・湯布院図書館由布市立図書館・湯布院図書館
　火～金 午前10時～午後６時
　土・日 午前10時～午後５時
庄内図書館庄内図書館
　火～日 午前９時～午後５時

開館時間

毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始

休館日(3館共通)

思
う
こ
と後

藤
楢
根

ひ
と
り
で
思
う
こ
と
が
あ
る

誰
に
も
き
け
な
い
こ
と
が
あ
る

ど
こ
に
も
空
が
あ
る
よ
う
に

ど
こ
に
も
山
が
あ
る
よ
う
に

ど
こ
に
も
鳥
が
鳴
く
よ
う
に

ど
こ
に
も
風
が
吹
く
よ
う
に

ど
こ
に
も
月
が
出
る
よ
う
に

ど
こ
に
も
花
が
咲
く
よ
う
に

誰
が
い
つ
ご
ろ
き
め
た
だ
ろ

時
々
思
う
こ
と
が
あ
る
。

『
月
夜
の
棉
畑
』 

よ
り

３月特別展示
「児童文学 後藤楢根を中心に」
　童話の創作活動をする一方で、多くの若
手童話作家を育てた後藤楢根と、当時の児
童文学作家について関連資料を展示。

由布市立図書館 3月27日㈰まで

蔵書点検終了しました
　期間中は大変ご迷惑をおか
けしました。ご協力ありがと
うございました。

由布市立図書館
庄内図書館 湯布院図書館

３月テーマ展示
◇由布市立図書館 『後藤楢根の世界』
◇庄内図書館 『ミステリーを読もう』
　児童 『学校』
◇湯布院図書館『遠くに行こう』
　児童 『あべ弘士特集』

★ ★ 図 書 館 か ら の お 願 い で す ★ ★

　多くの方はルールを守って期間内に本を返却してい
ただいています。しかし、残念なことに返却日を過ぎ
ても返されない、「延滞本」が増えています。
　図書館では、返却日より2ヵ月過ぎても返却されな
い場合、「督促状」を出しています。返し忘れの本が
あって督促状が届いた時は速やかに返却していただき
ますようお願いします。
　予約のかかった本や郷土資料も「延滞本」の中に含
まれていて大変困っています。
　他の利用者の方に迷惑がかからないよう、ルールを
守って図書館を利用してください。 

　皆さんに気持ちよく利用していただくために図書館
でのマナーアップを呼びかけています。
　ご協力をよろしくお願いします。
◆本は汚さない・破らない・書き込みをしない。
◆新聞や雑誌は所定の場所で閲覧する。
◆大きな声で話さない。　◆携帯電話を使用しない。
◆飲みものを飲まない、物を食べない。
▶
破
れ
た
ペ
ー
ジ

▶
破
れ
た
ペ
ー
ジ

に
ガ
ム
テ
ー
プ

を
貼
る

芥川賞受賞作
『きことわ』 朝吹 真理子 913.6 ア
『苦役列車』 西村 賢太 913.6 ニ

直木賞受賞作
『漂砂のうたう』 木内 昇 913.6 キ
『月と蟹』 道尾 秀介 913.6 ミ
　予約待ちになりますが利用できます。

＜湯布院図書館から プレ～読書まつり～ のお知らせ＞
と　き★３月20日㈰
            湯布院公民館で“Y.Y.チャレンジ”もあります。
ところ★湯布院図書館、湯布院公民館 中会議室

絵本の読み聞かせなど、楽しい企画をたくさん用意しています。
詳細は湯布院図書館まで ☎0977-84-2604
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司
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『任せる技術』
小倉 広 著  336.4/ オ  一般コーナー  
 「自分でやったほうが早い」「教える時間がない」と、一人で仕事を抱え込んでいませんか？
お互いにプラスになる、部下・後輩への上手な仕事の任せ方、参考にしてみてはいかがでしょう
か。 

『日本史有名事件の女50人』
小石 房子 著   H281/コ 郷土資料コーナー
　著者は大分県出身。日本の歴史に名前を残した50人の女性を取り上げています。時代の中心に
いた人、時局に影響を及ぼした人、時代の大きな波に飲み込まれた人など、男の影に隠れること
のなかった、古代から江戸時代までの女性を描いています。 

『なぜ、歩くと脳は老いにくいのか』 
久恒 辰博 著   S491.3/ ヒ 健康コーナー
　「少なくとも、週３日15分以上歩きましょう！」と海馬研究の第一人者である著者が提案して
います。脳にいい食事・悪い食事の実例も載っているこの本、ぜひお読みください。

『珍獣の医学』 
田向 健一 著  Y649.0/ タ ヤングコーナー      
　動物好きが高じて珍獣医になった田向先生。「なんとなくへんなんです」という飼い主さんの
悲痛の声に耳を傾け原因を突き止めていく。多様化するペット医療に日々、奮闘し試行錯誤しな
がら診察を行っている現役獣医師の日常が綴られています。 

『信頼する力』
遠藤 保仁 著    一般 783.4/ エ  庄内図書館
　昨年行われたW杯南アフリカ大会における日本代表の舞台裏や、サッカーへの熱い想いを、代
表選手である遠藤保仁さんがストレートに綴った本です。アジア杯優勝の興奮覚めやらぬ今、ぜ
ひ手にとって欲しい一冊です。

『空が青いから白をえらんだのです ―奈良少年刑務所詩集―』 
寮 美千子 編  一般911.5/ ソ  湯布院図書館
　刑務所の中での「社会涵養プログラム」の授業から生まれた詩です。芸術の力を強く感じると
ともに、人は変われる！と信じさせてくれる１冊です。  

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
　
　
　
間

一般 019.9 ツ 漂流 ―本から本へ―

挾　
　
　
　
間

湾曲 188.7 コ 坊主失格

一般 289.1 ス 誰も知らなかった江 湾曲 629コ 庭仕事のロープテクニック

一般 335.2 ニ 日本の百年企業 ヤング Y420 サ 14歳のための物理学

一般443.9 ウ 宇宙はどうやって誕生したのか 郷土H913.6 ヨ さまよえる戦国大々名大友宗麟

一般 597.5 サ 老前整理 健康S490.1 ビ 病気の「数字」のウソを見抜く

一般 702.8 ハ 「美」の巨匠たち くらし 596オ 女子栄養大学のカフェテリア

一般 913.6 オ 純平、考え直せ くらし 596.6 フ スフレ・シュクレ&スフレ・サレ ―デザートスフレとお惣菜スフレ―

一般 913.6 シ ピースメーカー 特別498.5 マ ママのための食品添加物事典

一般 913.6 ス 東京影同心 絵本 E テ てんとうむしのはじめてのレストラン

一般 913.6 ハ ワタクシハ 絵本 E リ りんごがコロコロコロリンコ

一般 913.6 ハ 百万遍流転旋転 上巻・下巻 児童 410カ かずの冒険 海編

一般914.6 カ 猫の一年 児童 913オ 大切にされた猫

一般 933.7 バ 千年紀の民 児童 913タ つのかくし

趣味娯楽P780.1 シ 子どものためのスポーツめし 児童 933タ グリニッジ大冒険

庄　
内

一般 222.5 ヒ 図説写真で見る満州全史
庄　
内

一般 913.6 イ 完全なる首長竜の日

一般 527.1 ホ 最高に楽しい〈間取り〉の図鑑 一般 913.6 ハ 川あかり

一般 673.3 モ テロリスト化するクレーマーたち 文庫本 913.6 ア シアター！ 2

湯
布
院

一般 312.1 ミ 三宅久之の書けなかった特ダネ
湯
布
院

一般 933.7 ピ スロー・ラーナー

一般 913.6 ア 流跡 郷土H913.6 フ オープン・スクール

一般914.6 シ 雪月花の日々 くらし 494.9 オ 介護がラクになるマンガ排泄ケア

新着図書一覧表

春

むぎ

筒井 康隆

宮本 義己

朝日新聞

ニュートンプレス

坂岡 洋子

長谷川 智恵子

奥田 英朗

小路 幸也

杉本 章子

羽田 圭介

花村 萬月

金井 美恵子

J.G.バラード

新生 暁子

平塚 柾緒

本間 至

毛利 元貞

三宅 久之

朝吹 真理子

志村 ふくみ

小池 龍之介

小暮 幹雄

佐治 晴夫

米田 一雄

スティーヴン・ウォロシン

小笠原 章子

さいとう しのぶ

三浦 太郎

香川 元太郎

太田 三賀

高田 桂子

ヴァル・タイラー

乾 緑郎

葉室 麟

有川 浩

トマス・ピンチョン

古岡 孝信

奥井 識仁

朗

幸

眠眠

あ
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警察官A採用試験警察官A採用試験
試験区分　①一般(男性)　②女性
※①は警視庁(東京都)、愛知、大阪、
兵庫各県警を含みます。受験資
格が異なりますので、受験案内
等でご確認ください。
受験資格　昭和53年４月２日以降に生ま
れた者で学校教育法による大学を卒業した者また
は平成24年３月までに卒業見込みの者。大分県
人事委員会が同等の資格があると認める者を含む。
試験日　５月８日㈰
試験会場　大分商業高校(大分市・西浜)
受付期間
〈郵送・持参〉４月１日㈮～４月15日㈮
〈インターネット〉４月１日㈮～４月８日㈮
問い合わせ　県警察本部警務課人事係
☎097－536－2131

由布市無料相談由布市無料相談
　由布市では、毎月無料相談を行っています。お
気軽にご利用ください。
【行政相談】担当：行政相談委員
（内容）行政の仕事やサービス、各種手続きなど
のお困りごと、ご要望など 
はさま未来館　毎月第１土曜日 午前９時～正午 
　　　　　　　次回は４月２日㈯
庄内庁舎　　　毎月18日 午前10時～午後３時
　　　　　　　次回は３月18日㈮
湯布院庁舎　　毎月第３水曜日 午前10時～正午 
　　　　　　　次回は３月16日㈬
【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
（内容）土地の境界線、不動産の賃貸借、売買等
不動産のお困りごと
庄内庁舎　毎月第１月曜日 午前８時30分～正午
　　　　　次回は４月４日㈪
【法律相談】担当：司法書士
（内容）法律に関する日常のお困りごとなど
庄内庁舎　毎月第３水曜日
　　　　　午後１時30分～午後４時
　　　　　次回は３月16日㈬
※また、３月は次の日程でも無料法律相談を行い
ます。
湯布院庁舎　３月23日㈬ 午後１時～午後４時
◎相談日が休日の場合は、翌平日となります。
問い合わせ　総務課総務係 
☎097－582－1111(内線205)

みんなのひろばみんなのひろば●

国家公務員採用試験(大学卒業等程度)国家公務員採用試験(大学卒業等程度)
受験資格 受付期間 第1次試験日

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種

①昭和53年4月2日から平
成2年4月1日生まれの者
②平成2年4月2日以降生ま
れで大学を卒業した者、平
成24年3月までに卒業見込
みの者および人事院が同等
と認める者

○インターネット
　4／1㈮
～4／8㈮

○郵送
　または持参
　4／1㈮
～4／8㈮

5／1
㈰

国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種

①昭和57年4月2日から平
成2年4月1日生まれの者
②平成2年4月2日以降生ま
れで大学・短大・高専を卒
業した者、平成24年3月ま
でに卒業見込みの者および
人事院が同等と認める者

○インターネット
　4／11㈪
～4／20㈬
○郵送
　または持参
　4／11㈪
～4／20㈬

6／19
㈰

国
税
専
門
官

①昭和57年4月2日から平
成2年4月1日生まれの者
②平成2年4月2日以降生ま
れで大学を卒業した者、平
成24年3月までに卒業見込
みの者および人事院が同等
と認める者 4／1㈮

～

4／14㈭
6／12
㈰

労
働
基
準
監
督
官

法
務
教
官

①昭和57年4月2日から平
成2年4月1日生まれの者
②平成2年4月2日以降生ま
れで大学・短大・高専を卒
業した者、平成24年3月ま
でに卒業見込みの者および
人事院が同等と認める者

受験案内等の請求方法　返信用封筒(角形２号、
140円分(国税専門官については120円分)の切
手貼付、あて先・請求試験名明記)を同封した封
筒に請求する試験名を朱書きし、下記まで送付し
てください。
送付先・問い合わせ
人事院九州事務局第二課試験係
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-11-1
☎092－431－7733 FAX092－475－0565

HOT LINEHOT LINE

由布市総務課秘書広報係
☎097-582-1111 内線208

試　験

相　談

▶⑫2011.３ City情報広場



みんなのひろばみんなのひろば●

出張所統合のお知らせ出張所統合のお知らせ
　大分地方法務局鶴崎出張所および別府出張所は、
今年３月22日㈫をもちまして、大分地方法務局
(本局)に統合(廃止)されることになりました。
　同出張所で取り扱っていたすべての事務は、同
日から本局で取り扱われます。
　なお、統合(廃止)に関する詳細につきましては、
下記までお願いします。
問い合わせ　大分地方法務局
☎097－532－3161

「協会けんぽ」からお知らせ「協会けんぽ」からお知らせ
　今年３月分から大分県の適用事業所の保険料率
が変わります。
■健康保険料率 9.38%→9.57%へ9.38%→9.57%へ
■介護保険料率 1.50%→全国一律1.51%へ1.50%→全国一律1.51%へ
　協会けんぽの健康保険料率については、医療給
付費の支出が増える一方、景気低迷の影響で保
険料収入が伸び悩み、協会けんぽの財政は非常
に厳しい状況となっており、今年３月分の保険
料(４月納付分)から、大分支部の健康保険料率を
9.57%へ引き上げを行わざるを得なくなりまし
た。
　加入者の皆さんの医療と健康と生活を支えるた
め、何卒ご協力をよろしくお願いします。
※健康保険料と介護保険料は、労使折半となりま
す。また、任意継続加入者の方は、４月分の納
付から変わります。
※40歳から64歳までの方(介護保険第２号被保
険者)は、健康保険料率に介護保険料率が加わ
ります。
問い合わせ
全国健康保険協会(協会けんぽ)大分支部
☎097－514－3077

大分南警察署からのお願い大分南警察署からのお願い
振り込め詐欺防止のため、電話帳から名前の削除を！振り込め詐欺防止のため、電話帳から名前の削除を！
　振り込め詐欺の犯人は、電話帳の末尾が「子」
「代」「江」「枝」「ヱ」「カタカナ表記」などの女
性名義方を狙って電話をかけています。不審な電
話にはお気をつけください！
　女性名義で掲載されてい
る方は、被害防止のためダ
イヤル「116」(無料)に連
絡して、電話帳からの削除
をおすすめします。
問い合わせ　大分南警察署
☎097－542－2131

思春期電話相談思春期電話相談
　今年4月から大分県看護協会は思春期電話相談
を始めます。中・高校生・保護者の方々からのご
相談を受けますので、お気軽にお電話ください。
日時　第１週～第４週の土曜日
　　　午後１時～午後４時
☎ 097－574－7398
※秘密は厳守します。
問い合わせ　社団法人大分県看護協会
☎097－534－8118

いきいき元気塾(前期講座)のご案内いきいき元気塾(前期講座)のご案内
　おおむね65歳以上の方を対象
に生涯現役で「元気で長生き」で
きるセルフケアを学ぶ健康講座を
開催します。
　参加を希望される方は、３月
31日㈭までに由布市健康増進課
までお申し込みください。
対象　由布市にお住まいのおおむ
ね65歳以上の方
定員　20人(新規に申し込まれた方を優先)
場所　挾間健康センター(はさま未来館１F)
日時　第１回：４月18日㈪
　　　　　　　９時30分～11時30分
※４月から９月まで月１～２回程度、全10回の
講座を月曜日に開催します。第２回目以降の日
程(調整中)は、受講者の方にお知らせします。
内容　活動的な百歳を目指して!腰痛・膝痛予防、
転倒予防、口を元気に！など
申込先・問い合わせ　健康増進課保健予防係 
☎0977－84－3111(内線362)

手押しボタン式へ変更します!手押しボタン式へ変更します!
　県道別府湯布院線(湯布院町川上)由布院郵便局
上の乙丸交差点の歩行者用信号機が現在の自動感
知式から手押しボタン式へ変更になりました。
　このことにより、歩行者と自動車用信号機が完
全分離し、歩行者のより安全が確保されることに
なります。
　横断される方は、必ず押しボタンを押して歩行
くださるようお願いします。
問い合わせ　湯布院振興局地域振興課
☎0977－84－3111(内線213)

募　集

お知らせ
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「おおいた学びの輪」「おおいた学びの輪」
推進事業受講生募集！推進事業受講生募集！
　県立社会教育総合センターでは、昨年度から実
施している「おおいた学びの輪」推進事業の平成
23年度講座の受講生を、４月21日㈭から５月
31日㈫の期間に募集します。
　なお、旧事業の「おおいた県民アカデミア大
学」の受講手帳をお持ちの方は、本事業の受講手
帳としても利用できます。ぜひご受講ください。
提供講座と学習内容
①生涯学習支援リーダー養成講座：多様な学校支
援のあり方や、地域でさまざまな体験学習を提
供するための手法や連携のあり方について学び
ます。
②現代学講座：地域の活性化や県民の生活文化向
上に関する現代的課題について学びます。
③ふるさと学講座：ふるさと大分に関する内容に
ついて学びます。
※ふるさと学講座の一部は、無料でインターネッ
トで学ぶことができます。
受講料　①無料、②および③は5,000円
会場　①および③は県立社会教育総合センター
②は由布市、豊後高田市、豊後大野市、玖珠町に
なります。
開講期間　今年７月～平成24年１月まで
→事業や講座の詳細を掲載した受講案内冊子は、
４月中旬に由布市教育委員会、または下記で配布
する予定です。
申込先・問い合わせ　県立社会教育総合センター
☎0977－22－7763

「大分いのちの電話」「大分いのちの電話」
相談員養成講座受講生募集相談員養成講座受講生募集
　いのちの電話とは、電話を通してさまざまな不
安や悩みを持つ人の話を聞き、心の支えとなるボ
ランティア活動です。
　あなたも相談員になりませんか？
期間　前期：５月19日㈭～４ヵ月間の木曜日
　　　後期：９月中旬～10ヵ月間の木曜日
時間　午後６時30分～午後８時30分
場所　コンパルホール(大分市府内町)
受講料　前期：２万円　後期：２万5,000円
募集期限　４月28日㈭
定員　50人
対象者　23歳～65歳までの人
応募方法　受講希望者に募集要項を郵送します。
申込先・問い合わせ　大分いのちの電話
☎097－537－2488

ご協力ください！ご協力ください！
古い電話帳の回収・紙資源のリサイクル古い電話帳の回収・紙資源のリサイクル
　NTT西日本では、環境保護の立場から古い電話
帳の回収を推進しています。新しい電話帳をお届
けした際(４月中配達)、古い電話帳を配達員まで
お渡しください。
　もし渡せなかった場合でも、後日回収しますの
でご連絡ください。紙資源のリサイクルにご協力
をよろしくお願いします。
問い合わせ　タウンページセンター
☎0120－506－309

自動車事故による被災者の皆さんへ自動車事故による被災者の皆さんへ
　独立行政法人自動車事故対策機構では、自動車
事故の被害者援護のためにさまざまな業務を行っ
ています。
 交通遺児等貸し付け　自動車事故により死亡ま
たは重度の後遺障がいが残った方のお子さまに対
する育成資金の無利子貸し付け
■貸付金額　はじめに一時金として15万5,000
円、その後貸付期間中は毎月２万円
■貸付期間　貸付決定の月から中学校卒業の月まで
■利子　無利子
 介護料の支給　自動車事故が原因で、脳、脊髄、
胸腹部臓器を損傷し、重度の後遺障がいが残り、
常時または随時介護が必要な状態で、一定の要件
に該当する方へ支給
■最重度　 得Ⅰ種 68,440円～136,880円
■常時要介護 Ⅰ種 58,570円～108,000円
■随時要介護 Ⅱ種 29,290円～54,000円
 NASVA交通事故被害者ホットライン　交通事
故被害のご相談は☎0570－000738まで
問い合わせ　独立行政法人自動車事故対策機構
☎097－534－9341

NHK学園の受講生を募集していますNHK学園の受講生を募集しています
　NHK学園では、生涯学習通信講座の受講生を
募集しています。まずは無料の案内書をご請求く
ださい。
募集内容　生涯学習通信講座(趣味から資格まで
全200コース以上あります)
募集期間　生涯学習通信講座は通年申し込みを受
け付けています。
案内書請求フリーダイヤル
☎0120－06－8881
申込先・問い合わせ　NHK学園
☎042－572－3151(代表)
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